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〈小学校算数・中学校数学〉 
算数・数学科における指導と評価の一体化の実現 

～学習評価の工夫を通して～ 
 

宮古島市立 北 小学校 教諭 砂川 博喜 
宮古島市立平良中学校 教諭 小谷 匡輝 

 
Ⅰ テーマ設定の理由 
  生産年齢人口の減少，グローバル化の進展，人工知能の発達などの社会的変化は加速度

を増し，先を予測することが困難な時代になっている．このように変化の激しい時代だか
らこそ，子どもたちによりよい社会や幸福な人生の創り手となれるような資質・能力を身
に付けることが求められている． 

平成 29（2017）年３月に告示された新学習指導要領が，令和２年度から全面実施され
た．中学校では，今年度の移行期を踏まえ令和３年度から実施される．今回の新学習指導
要領では，各教科等の目標及び内容が，育成を目指す資質・能力の三つの柱（「知識及び
技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」）に再整理された．ま
た，学習評価の充実が示され，授業改善と評価の改善を両輪として行っていく，いわゆる
「指導と評価の一体化」の必要性が明確化された．これにより，「指導と評価の一体化」
を図るためには，児童生徒一人一人の学習の成立を促すための「評価」という視点を一層
重視し，教師が指導の改善を図るとともに，児童生徒が自らの学びを振り返り，学習の改
善に生かしていくことが大切になってくる． 

本市の教諭に行ったアンケート結果から「目標（ねらい・めあて）の提示を計画的に取
り入れている」と回答した教諭は 100％であり，「学習内容を振り返る活動を計画的に取
り入れ，次の授業に活かしている」と回答している教諭は 92％であった．しかし，児童
に行ったアンケートから「授業の内容をふりかってノートに書いている」と回答している
児童生徒は 50％となっている．これより，教師は振り返る活動を取り入れ指導の改善に
生かそうとしているが，生徒は意識して振り返り活動に取り組んでいないということが
わかった．このことから，学習内容の評価がうまく学習内容の改善に生かされていないと
いう課題が明らかになった． 

  そこで，本研究にあたっては後期実践における図形の領域に焦点を絞り，学習評価を工
夫し，PDCA サイクルを活用しながら指導に生かすことで, 「指導と評価の一体化」が実
現されるであろうと考え，本テーマを設定した． 
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Ⅱ 研究目標 
  新学習指導要領において，算数・数学科で育成を目指す資質・能力の３観点の評価規

準を作成し，学習評価を工夫して行い，指導の改善に生かすことで，指導と評価の一体
化を実現する． 

 
Ⅲ 研究仮説 
  算数・数学科における新しい３観点に応じた評価規準の下，学習評価を工夫して行

い，指導の改善に生かすことで，指導と評価の一体化が実現できるであろう． 
 
Ⅳ 研究全体構想図 

〈目指す子ども像〉 
○数量などの基礎的な知識を理解し，数学的に処理できる児童生徒 
→数学における基礎的な知識を理解している．また，事象を数や文字などを用いて処理す

ることができる． 
○数学を活用して事象を考察し，表現できる児童生徒 
→身に付けた知識・技能を用いて，事象を考察し，自分の考えを表現することができる． 
○数学的活動に粘り強く取り組み，自らの学習を調整できる児童生徒 
→知識・技能や思考力・判断力・表現力を身に付けるために，学習に粘り強く取り組むこ

とができる．また，自分に足りない力を分析し，学習の仕方を工夫したり予習・復習し
たりすることができる． 

 
〈研究テーマ〉 算数・数学科における指導と評価の一体化の実現 

～学習評価の工夫を通して～ 
 

〈研究目標〉 
  新学習指導要領において，算数・数学科で育成を目指す資質・能力の３観点の評価

規準を作成し，学習評価を工夫して行い，指導の改善に生かすことで，指導と評価の
一体化を実現する． 

 
〈研究仮説〉 
  算数・数学科における新しい３観点に応じた評価規準の下，学習評価を工夫して行

い，指導の改善に生かすことで，指導と評価の一体化が実現できるであろう． 
 

〈研究内容〉 
１ 本市の実態         ２ 研究の方向性 
３ 新学習指導要領，参考文献，各種資料などによる理論研究 
４ 単元の目標         ５ 単元の評価規準  
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Ⅴ 研究内容 
 １．本市の実態 
教諭のアンケート結果 

 
市内６校の教職員 

（実施日：６月中旬 調査人数：51 名） 
 

あては
まる 

どちらかと
いえば 

あてはまる 

どちらか
といえば 
あてはま
らない 

あては 
まらない 

①算数の授業で，単元ごとに指導計画を立
てて実践している． 

45％ 47％ 8％ 0％ 

②算数の中では，目標（ねらい・めあて）
を示す活動を計画的に取り入れている． 

75％ 
 

25％ 0％ 0％ 

③算数の授業で，児童が興味を示すような
導入を計画的にいれている． 

34％ 58％ 8％ 0％ 

④算数の授業で，学習内容を振り返る活動
を計画的に取り入れ，次の授業に活かし
ている． 

32％ 60％ 8％ 0％ 

⑤算数の授業で，子どもたちが課題解決す
る場面を設定している． 

37％ 59％ 4％ 0％ 

⑥算数の授業で，子どもたちが工夫して解
くことができるように，友達と確認した
り，比較したりする場面を設定してい
る． 

42％ 54％ 2％ 2％ 

⑦算数の授業で，課題解決に向けて，ペア・
グループ活動などの伝え合う活動を設
定している．  

33％ 57％ 8％ 2％ 

⑧算数の授業で,課題解決ができない児童
がいるとき，友達同士確認させたり，友
達同士理解させたりするようにする活
動を設定している． 

55％ 35％ 8％ 2％ 

⑨算数の授業で，日常生活の内容を取り入
れている． 

18％ 55％ 25％ 2％ 

⑩学級の児童は，学習の理解を深めるため
に復習や予習をしている． 

22％ 66％ 12％ 0％ 

〈考察〉 
   「指導と評価の一体化」の状況把握のため，市内６校の小中学校の先生方にアンケート

調査への協力を依頼した．上記の結果を分析してみると，「目標（ねらい・めあて）の提
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示を計画的に取り入れている」と回答した先生方が多く，目標（ねらい・めあて）を提
示していることがわかる．目標をしっかりもって授業に取り組んでいる先生方も多かっ
たが，「学習内容を振り返る活動を計画的に取り入れ，次の授業に活かしている」と回答
している先生方は少なかった．また，「課題解決する場面」や「ペア・グループ活動」を
設定していると回答している先生方が多いが，児童のアンケート調査では，「友達に説明
したりすることができる」と回答している児童は低くなっている． 

    このことから，学習の内容を振り返る活動では，目的をもったふりかえり活動を計画
的に取り入れ，次の授業に活かすことができるような授業づくりが必要だと考える．ま
た，ペア・グループ活動を行う際には，「何のためのグループ活動なのか」目的を明確に
する必要があると考える． 

 
２．研究の方向性 

新学習指導要領において，「指導と評価の一体化」がより一層求められている．「指導と
評価の一体化」を図る上で，学習評価は重要な役割を担っており，評価の改善を重視し，
指導の改善を行っていかなければならない．国立教育政策研究所が作成した「指導と評価
の一体化」のための学習評価に関する参考資料において，これまでの学習評価についての
課題とそれに対する改善の基本的な考え方が示されている． 

 
〈評価改善の基本的な考え方〉 
①児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと． 
②教師の指導改善につながるものにしていくこと． 
③これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・妥当性が認められないものは見

直していくこと． 
そこで，本研究では，観点ごとに評価規準を定め，評価の場面や方法を工夫して，学習

の過程や成果を評価することで児童生徒一人一人の学習状況を的確に捉え，教師が指導
の改善を図るとともに，児童生徒が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことがで
きるようにしたい．その柱として「図形」の領域に焦点を当て，単元の評価規準を作成し，
「学習評価の工夫」を研究していく． 

 

〈これまでの学習評価の課題〉 
①学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く，評価の結果が児

童生徒の具体的な学習改善につながっていない． 
②現行の「関心・意欲・態度」の観点について，挙手の回数や毎時間ノートを取って 

いるかなど，性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価であるよ 
うな誤解が払拭し切れていない． 

③教師によって評価の方針が異なり，学習改善につなげにくい． 
④教師の評価のための「記録」に労力をとられ，指導に注力できない． 
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日々の授業の下で児童生徒の
学習状況の把握・評価 

各種指導計画に基づく
授業（学習指導）を展開 

３．新学習指導要領，参考文献，各種資料などによる理論研究 

1）学習評価の充実 
平成２９年改訂小・中学校学習指導要領総則においては，学習評価の充実につい
て新しい項目が置かれた． 

児童のよい点や進歩の状況など積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実感
できるようにすること．また，各教科の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点
から，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫し
て，学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図り，資質・能力の育
成に生かすようにすること． 

（小学校学習指導要領１章総則 第３教育課程の実施と学習評価 ２学習評価の充実） 
 （中学校学習指導要領にも同旨） 

今回の学習評価の改善の中で，「指導と評価の一体化」がこれまで以上に重視され  
ています．今までも大切にしてきた考え方ですが，「指導したことを評価し，評価
したことは指導に生かしていく」ことを改めて強調するものである．具体的には， 

① 単元や題材など内容のまとまりを見通しながら，授業改善を行う． 
② 評価の場面や方法を工夫して，学習過程や成果を評価する． 

の２つを示しており，授業の改善と評価の改善を両輪として行っていくことの必要性
を明示した． 

  
2）カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価 

各学校における教育活動 
    
 
 
 

 

 

 

   

 

 

    

 

 

このように，「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹に当たり，教育課程
に基づいて組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメン
ト」の中核的な役割を担っている． 

学習評価の基本的な考え方 

学習指導要領等に従い，児童生徒や
地域の実態を踏まえて編成した 

教育課程の下で各種指導計画を作成 

Plan（計画） 

Do（実施） 評価結果を改善に生かす 
・児童生徒の学習の改善 
・教師による指導の改善 
・学校全体としての教育

課程の改善 

Action（改善） 

Check（評価） 

学校全体として 
組織的かつ計画的に 

教育活動の質の 
向上を図る． 
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1)平成２９年改訂を受けた評価の観点の整理 
「観点別評価については，目標に準拠した評価の実質化や教科・校種を超えた共通理解

に基づく組織的な取組を促す観点から，小・中・高等学校の各教科を通じて，『知識・技
能』『思考・判断・表現』『主体的に学習に取り組む態度』の３観点に整理することとし，
指導要録の様式を改善することが必要」とされている． 

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」（答申） 

学習指導要領の改訂では，児童生徒は「何ができるようになるのか」という視点に立 
ち，全教科等の目標及び内容が「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに 
向かう力，人間性」の資質・能力の三つの柱に整理され，学習評価の観点も３観点で示
された．そのため，教師は「目標とする資質・能力が身に付いているか」を見取る必要
があるということである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）各教科等における評価の基本構造  
   「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の観点別学習

状況の評価の実施に際しては，学習指導要領に示す目標や内容に沿って評価規準を
作成し，各教科等の特質を踏まえて適切に評価方法等を工夫することにより，学習評
価の結果が児童生徒の学習や教師による指導の改善に生きるものとすることが重要
である． 

 
（文部科学省 国立教育政策研究所  

   「学習評価の在り方ハンドブック」 令和元年６月） 
 

学習評価の基本構造 

三つの柱に再整理 

思考力，判断力，表現力等 知識及び技能 主体的に学習に取り組む態度 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 資質・能力の三つの柱の一
つ「学びに向かう力，人間性」
は，観点別学習状況の評価を
通じて見取ることができる
「主体的に学習に取り組む
態度」と，観点別学習状況の
評価や評定になじまない「感
性，思いやりなど」に分けら
れる．「感性，思いやりなど」
については，児童生徒一人一
人の良い点や可能性，進歩の
状況等を個人内評価として
見取る． 
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「観点別学習状況の評価」について 

①「知識・技能」の評価 
学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価をするとともに，それ
らを概念等として理解したり，技能を習得したりしているかについて評価するも
のである． 

②「知識・技能」の評価の考え方 
現行の「知識・理解」と「技能」が統合されたもの．理解を伴った知識を基に，他
の場面でも応用できる知識や技能の習得状況を評価する． 

③「知識・技能」の具体的な評価方法 
(1)ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な

理解を問う問 題とのバランスに配慮するなどの工夫改善を図る． 
(2)児童生徒が文章による説明をする． 
(3)各教科等の内容の特質に応じて，観察・実験をする． 
(4)式やグラフで表現するなど，実際に知識や技能を用いる場面を設ける． 

①「思考・判断・表現」の評価 
各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，判
断力，表現力等を身に付けているかどうかを評価するものである． 

②「思考・判断・表現」の評価の考え方 
現行の「思考・判断・表現」の観点においても重視してきたものである．「思考・
判断・表現」のを評価するためには，教師は「主体的・対話的な深い学び」の視点
からの授業改善を通じ，児童生徒が思考・判断・表現する場面を効果的に設計した
上で，指導と評価をすることも求められている． 

③「思考・判断・表現」の具体的な評価方法 
(1)ペーパーテスト 
(2)論述やレポートの作成，発表，グループでの話し合い，作品の制作や表現等

の多様な活動を取り入れる． 
(3)ポートフォリオを活用する． 

2)思考・判断・表現 

1)知識・技能 
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①主体的に学習に取り組む態度」の評価 
「学びに向かう力，人間性等」との関係は答申において「学びに向かう力，人間性
等」には， 
(1)「主体的に学習に取り組む態度」として観点別評価を通じて見取ることができる

部分 
(2)観点別評価や評定にはなじまず，こうした評価では示しきれないことから個人内

評価を通じて見  取る部分 
があることに留意する必要があるとされている．すなわち②については観点別学
習状況の評価の対象外とする必要がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

②主体的に学習に取り組む態度」の評価の考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

3)主体的に学習に取り組む態度 

〈主体的に学習に取り組む態度〉 
知識及び技能を習得したり，思考力，判断力，表現

力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組
の中で，自らの学習を調整しようとしているかどう
かを含めて評価する． 

(1)観点別学習状況
の評価を通じて
見取ることがで
きる部分 

〈感性，思いやり等〉 
個人内評価（児童生徒一人一人のよい点や可能性，

進歩の状況について評価するもの）等を通じて見取
る．積極的に評価し児童生徒に伝えることが重要．

(2)観点別学習状況
の 評 価 に なじ ま
ない部分 

○「主体的に学習に取り組む態度」の評価については， 
①知識及び技能を習得したり，思考力，判断力，表現力等

に身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行お
うとする側面と， 

②①その粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しよ
うとする側面，という二つの側面から評価することが求
められている． 

○これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々では
なく相互に関わり合いながら立ち現れるものと考えられ
る．例えば，自らの学習を全く調整しようとせず粘り強く
取り組み続ける姿や，粘り強さが全くない中で自らの学習
を調整する姿は一般的でない． 

（文部科学省 国立教育政策研究所 「学習評価の在り方ハンドブック」令和元年６月） 

 

 

（文部科学省 国立教育
政策研究所 「学習評価
の在り方ハンドブック」 
令和元年６月） 
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学習評価の基本的な流れ 

 

1）「目標」と「観点の趣旨」との対応関係について 

 
【学習指導要領「教科の目標」】 

学習指導要領 各教科等の「第１ 目標」 

 
 
【改善等通知「評価の観点及びその趣旨」】 

改善等通知 別紙４ 評価の観点及びその趣旨 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 （知識・技能の観
点の趣旨） 

（思考・判断・表現の観点の
趣旨） 

（主体的に学習に取り組む 
態度の観点の趣旨） 

 
 

③「主体的に学習に取り組む態度」の具体的な評価方法  
       従前の「関心・意欲・態度」の観点も，各教科等の学習内容に関心をもつことの

みならず，よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価すると
いう考え方に基づいたものであり，この点を「主体的に学習に取り組む態度」と
して強調するものである． 

 

(1)ノートやレポート等における記述  (2)授業中の発言   (3)教師による行動観察 
(4)教師による行動観察や児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を，教師が評価

を行う際に考慮する材料の一つとして用いる． 

 

評価規準の作成 
(1)各学校の実態に応じて目標に準拠した評価を行うために，「評価の観点及びその趣旨」

が各教科等の目標を踏まえて作成されている． 
(2)「学年別（又は分野別）の評価の観点の趣旨」が学年（又は分野）の目標を踏まえて

作成されていることを確認する． 
(3)「主体的に学習に取り組む態度」の観点は，教科等及び学年（又は分野）の目標の（3）

に対応するものであるが，観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分を
その内容として整理し，示していることを確認することが必要である． 

（1） （2） （3） 
（知識及び技能に関する

目標） 
（思考力，判断力，表現力 

等に関する目標） 
（学びに向かう力，人間性

等に関する目標） 
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【学習指導要領「学年（又は分野）の目標」】 

学習指導要領 各教科等の「第２ 各学年及び内容」の学年ごとの「１ 目標」 
 

【改善等通知 別紙４ 「学年別（又は分野別）の評価の観点の趣旨」】 
   （文部科学省 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』令和２年３月） 

 
2）「内容のまとまり」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順 
「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基本的な手順は以下のとおりである． 

学習指導要領に示された教科及び学年（又は分野）の目標を踏まえて，「評価の観点及
びその趣旨」が作成されていることを理解した上で， 
① 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する． 
② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する． 
 

 

 

 

 

 

 

（1） （2） （3） 
（知識及び技能に関する

目標） 
（思考力，判断力，表現力 

に関する目標） 
（学びに向かう力，人間性

等に関する目標） 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 （知識・技能の観
点の趣旨） 

（思考・判断・表現の観点の
趣旨） 

（主体的に学習に取り組む
態度の観点の趣旨） 

「内容のまとまり」とは，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内
容２ 内容」の項目等を，そのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものである． 

平成 23 年「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学校 算
数】」では，「Ａ数と計算」「Ｂ 量と測定」「Ｃ 図形」「Ｄ 数量関係」というように，領域
を「内容のまとまり」としていた．平成 29 年改訂小学校学習指導要領では，算数科にお
いて，各領域の(1)，(2)，・・・ごとに「知識及び技能」と「思考力，判断力，表現力等」
を記載したことにより，本参考資料は各領域の(1),(2)，・・・それぞれを，「内容のまとま
り」と改めている．したがって，小学校算数科における「内容のまとまり」は，以下のと
おりである． 
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① 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（文部科学省 「小学校学習指導要領 
平成29年告示）」 平成29年３月告示） 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）第 3 節 算数 
   ●第 1 目標 
   ●第 2 各学年の目標及び内容 
    第５学年 

1 目標  
2  内容 
B  図形 

 
 
 

 

「内容のまとまり」 

知識及び技能 

思考力・判断力・表現力 

平成 29 年改訂学習指導要領においては資質・能力の三つの柱に基づく構造化が行
われ，基本的には，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年（分野）の目標及
び内容」の「2 内容」において，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・能力
が示されている．よって，「2 内容」の記載はそのまま学習指導の目標となりうるも
のとなっている． 

（文部科学省 「小学校学習指導要領 
平成29年告示）」 平成29年３月告示） 
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◇内容のまとまりごとの評価規準（例） 

      
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組
む態度 

・三角形，平行四辺形，ひし
形，台形の面積の計算によ
る求め方について理解して
いる． 

・図形を構成する要素などに
着目して，基本図形の面積の
求め方を見いだしているとと
もに，その表現を振り返り，
簡潔かつ的確な表現に高め，
公式として導いている． 

・三角形，平行四辺形，
ひし形，台形の面積の
求め方について，数学
的に表現・処理したこ
とを振り返り，多面的
に捉え検討してよりよ
いものを求めて粘り強
く考えたり，数学の良
さに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用
しようとしたりしてい
る． 

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する． 

ア 「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点 
各教科等における該当学年の学習指導要領の「内容のまとまりを確認し，
その記載を活用し作成する． 

 
イ 「主体的に学習に取り組む態度」の観点 

継続的な取組を通して現れる特質等を有することから，「2 内容」に記載が
ない．そのため「1 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通知の
観点の趣旨参考にして作成する． 

評価規準は，目標となりうる「2 内容」に記載されている文末表現を「～すること」
から「～している」と変えることで，作成できる．文末を変化したものを，「内容のま
とまりごとの評価規準」と呼ぶものとする． 

このように，「2 内容」に記載された文章を活用することで，妥当性のある評価規
準を作成することができます．単元の目標を作成する際も，目指す児童生徒の姿とし
て評価することを踏まえ，妥当性のある単元の評価規準となるように工夫します． 
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４）内容のまとまりごとの評価規準を作成する際の【観点ごとのポイント】 
 

①「知識・技能」のポイント 
基本的に，当該内容のまとまりで育成を目指す資質・能力に該当する指導事項に
ついて，育成したい資質・能力に照らして，「知識及び技能」で示された内容をも
とに，その文末を「～している」「～できる」として，評価規準を作成する． 

②「思考・判断・表現」のポイント 
基本的に，当該内容のまとまりで育成を目指す資質・能力に該当する指導事項に

ついて，育成 
したい資質・能力に照らして，「思考力，判断力，表現力等」で示された内容をも
とに，その文末を「～している」として，評価規準を作成する． 

③「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
当該学年目標の(3)の主体的に学習に取り組む態度の「観点の趣旨」をもとに，指
導事項を踏まえて，その文末を「～している」として，評価規準を作成する． 

 
 
5）単元ごとの学習評価について 

①単元における学習評価の進め方 
単元における観点別学習状況の評価を実施するに当たり，まずは年間の指導と評価
の計画を確認することが重要である．その上で，学習指導要領の目標や内容，「内容
のまとまりごとの評価規準」の考え方等を踏まえ，以下のように進めることが考え
られる．なお，複数の単元にわたって評価を行う場合など，以下の方法によらない
事例もあることに留意する必要がある． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                    

○算数科の「内容のまとまり」の特徴を踏まえ, 
「内容のまとまり」を分割したり組み合わせた
りして,単元を作成する． 

○当該学年の「学年目標」と「内容のまとまり」
で示された内容をもとに,必要な記述を抜き出
して単元の目標を作成する． 

○「内容のまとまりごとの評価規準」から「具体
的な内容のまとまりごとの「評価規準」を作成
し，「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」
をもとに単元の評価規準を作成する． 
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②算数科における単元を作成する手順 
     算数科は，他教科と違って，「内容のまとまり」＝「単元」になるとは限らない．算

数科においては，「内容のまとまり」で示された内容の数が，学年や領域ごとに違い
があるため，指導する際の授業時数も「内容のまとまり」ごとに大きく異なる．単
元は，児童に指導する内容を適切にまとめて構成されるものであるが，各学校にお
いて作成する際には， 

 
 

 

 

があるので，このことに留意が必要である． 

(1) 「内容のまとまり」を，いくつかに分割して単元とする場合 
(2) そのまま単元とする場合 
(3) いくつかの「内容のまとまり」を組み合わせて単元とする場合 

○ ３に沿って観点別学習状況の評価を行い，
児童の学習改善や教師の指導改善につなげ
る． 

 

 

○ 集めた評価資料やそれに基づく評価結果な
どから，観点ごとの総括的評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）
を行う． 

○ 1, 2 を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画
する． 
○ どのような評価資料（児童の反応やノート，

ワークシート，作品等）を基に，「おおむね満
足できる」状況 

（Ｂ）と評価するかを考えたり，「努力を要す
る」状況 

（Ｃ）への手立て等を考えたりする． 

 

（文部科学省 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』令和２年３月） 
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(1) 「内容のまとまり」をいくつかに分割して，「単元」を構成する場合 
    例）第６学年「図形」（１）縮図や拡大図，対称な図形 
     →「縮図や拡大図」，「対称な図形」 

「Ｂ図形」 
(1) 縮図や拡大図，対称な図形 

（2） 概形とおよその面積 
（3） 円の面積   （4） 角柱及び円柱の体積 

 
(2)「内容のまとまり」をそのまま，「単元」をとする場面 
    例）第５学年「B 図形」（3）平面図形の面積 

「Ｂ図形」 
（1） 平行四辺形，ひし形，台形などの平面図形  
（2） 立方体，直方体などの立体図形 （3） ものの位置の表し方 
（4） 平面図形の面積 
（5） 角の大きさ 

 
(3) いくつかの「内容のまとまり」を組み合わせて，「単元」とする場合 

  例）第４学年「Ａ数と計算」（６）数量の関係を表す式 
       第４学年「Ａ数と計算」（７）四則に関して成り立つ性質 

「Ａ数と計算」 
（1） 整数の表し方 （2） 概数と四捨五入 （3） 整数の除法 
（4） 小数の仕組みとその計算 
（5） 同分母の分数の加法，減法 
（6） 数量の関係を表す式 
（7） 四則に関して成り立つ性質 
（8） そろばん 

 
 
(1)の場合は，「内容のまとまり」が抽象度を上げて書かれているため，そのまま用いる

ことができないことになる．そのため，算数科においては，「内容のまとまり」をもとに，
文言のレベルを揃えた「具体的な内容のまとまり」を作成しています．つまり，「内容の
まとまり」→「具体的な内容のまとまり」→「単元」という流れになる． 

 
  

〈分割〉 単元「縮図や拡大図」 
単元「対称な図形」 

〈そのまま〉 単元「平面図形の面積」 

〈組み合わせ〉 

単元「式と計算」 

（文部科学省 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』令和２年３月） 
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③算数科における単元の目標を作成する手順 
算数科における単元の特徴を踏まえ，単元の目標は 

   
 
 

例として，以下のように作成する． 
 

例） 単元名 あまりのあるわり算 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当該学年「学年目標」で示された内容をもとに，必要な記述を抜き出して作成する． 
〈３年学年目標〉 

知識及び技能 
 

数の表し方，整数の計算の意味と性質，小数及び分数の意味と表し
方，基本的な図形の概念，量の概念，棒グラフなどについて理解し，
数量や図形についての感覚を豊かにするとともに，整数などの計算
をしたり，図形を構成したり，長さや重さなどを測定したり，表や
グラフに表したりすることなどについての技能を身に付けるよう
にする 

思考力， 
判断力， 
表現力等 
 

数とその表現や数量の関係に着目し，必要に応じて具体物や図など
を用いて数の表し方や計算の仕方などを考察する力，平面図形の特
徴を図形を構成する要素に着目して捉えたり，身の回りの事象を図
形の性質から考察したりする力，身の回りにあるものの特徴を量に
着目して捉え，量の単位を用いて的確に表現する力，身の回りの事
象をデータの特徴に着目して捉え，簡潔に表現したり適切に判断し
たりする力などを養う． 

学びに向かう
力，人間性等 

数量や図形に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返
り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとする態
度を養う． 

（文部科学省 「小学校学習指導要領平成 29 年告示）」 平成 29 年３月告示） 
 

学年目標（3）で示された 
「学びに向かう力，人間性等」の目標をもとに，作成する．文言の
語尾を「～している」． 

当該学年「学年目標」で示された内容をもとに，必要な記述を抜き出して作成する． 

「内容のまとまり」で示された内容をもとに，必要な記述を抜き出して作成する． 
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「内容のまとまり」で示された内容をもとに，必要な記述を抜き出して作成する． 
〈内容のまとまり第３学年Ａ 数と計算（4）除法※学習指導要領〉 

（1）「知識および技能」 
（2）「思考力・判断力・表現力等」 

 
 

ア次のような知識及び技能を身に付けること． 
(ｱ) 除法の意味について理解し，それが用いられる場合について知ること．また，余

りについて知ること． 
(ｲ) 除法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること． 
(ｳ) 除法と乗法や減法との関係について理解すること． 
(ｴ) 除数と商が共に１位数である 除法の計算が確実にできること． 
(ｵ) 簡単な場合について，除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方を知ること． 
イ次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること． 
(ｱ) 数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，計算に関して成り立

つ性質を見いだしたりすると ともに，その性質を活用して，計算を工夫したり
計算の確かめをした 
りすること． 

(ｲ) 数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと． 
（文部科学省 「小学校学習指導要領平成 29 年告示）」 平成 29 年３月告示） 

 
学年の目標」と「内容のまとまり」で示された内容をもとに，必要な記述を抜き出して
作成した単元の目標が以下のとおりになる． 
単元の目標 

〈知識・技能〉 
・割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し，それが用いられる場合につ

いて知り，その計算が確実にできる．         ➡第 3 学年Ａ（4）アをもとに作成 
〈思考力・判断力・表現力〉 
・割り切れない場合の除法の計算の意味や計算の仕方を考えたり，割り切れない場合

の除法を日常生活に生かしたりすることができ ➡第３学年Ａ（4）イをもとに作成 
〈主体的に学習に取り組む態度〉 
・割り切れない場合の除法に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返

り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとしている． 
 ➡第３学年目標をもとに作成 

 

「内容のまとまり」で示された内
容をもとに，作成する．文言の語尾
を「～できる」とする． 
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④単元の評価規準の作成の手順 
単元及び単元の目標を作成し，次に単元の評価規準を作成する． 

    算数科においても，小学校学習指導要領の文言をもとに作成した「内容のまとまりご
との評価規準」を踏まえて作成する． 

       ただし，算数科においては，以下の理由により「内容のまとまりごとの評価規準」
に示された文言が，単元の評価規準の文言としてそのまま用いるには適さない場合が
あることに注意が必要である． 

・「内容のまとまり」がそのまま単元とすることができない場合があること 
  ・学習指導要領の算数科の内容として示された文言の書き方が揃っていないこと 

  以上のことから，算数科においては,「内容のまとまりごとの評価規準」から「具体的な
内容のまとまりごとの評価規準」を作成し，「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を
もとに「単元の評価規準」を作成することとする． 
「内容のまとまりごとの評価規準」 

上記②を踏まえて，評価規準の文言を具体的な書き方で表現を揃える 
「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」 
    単元に合わせて，内容のまとまりをそのまま用いたり，分割したり，組み合わせたり

して，単元の評価規準を作成する． 
「単元の評価規準」 

 

○具体的に書かれているので，そのままの文言でほぼ用いることができる場合 
例 第 1 学年Ａ 数と計算（1）数の構成と表し方 

(ｱ) ものとものとを対応させることによって，ものの個数を比べること． 
 
○抽象度を上げて書かれているので，そのままの文言では，評価規準として用いることが
できない場合 

例 第 6 学年Ｂ 図形（1）縮図や拡大図，対称な図形 
(ｱ) 縮図や拡大図について理解すること． 

     
 

※何をどのように理解しているのか評価する側にとって分かりにくい 
 
 

 
 

 

文部科学省 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』令和２年３月 

このような場合は，評価規準を具体的に示す必要がある． 
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⑤「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに，【観点ごとのポイント】を踏まえ，「具 
体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成する 

(1)「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の【観点ごとのポイント】 
ア「知識・技能」のポイント 
    基本的に，当該「内容のまとまり」で育成を目指す資質・能力「知識及び技能」に

該当する指導事項について，育成したい資質・能力「知識・技能」に照らして，「小学
校学習指導要領解説算数編」などにおいて示された内容をもとに表現を揃え，その文
末を「～している」「～できる」として，評価規準を作成する． 

イ「思考・判断・表現」のポイント 
基本的に，当該「内容のまとまり」で育成を目指す資質・能力「思考力，判断力，

表現力等」に該当する指導事項について，育成したい資質・能力「思考力，判断力，
表現力等」に照らして，「小学校学習指導要領解説算数編」などにおいて示された内容
をもとに具体化し，その文末を「～している」として，評価規準を作成する． 

ウ「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 
  「小学校学習指導要領解説算数編」などにおいて示された内容をもとに，具体的な学

習活動や指導事項を踏まえて具体化し，その文末を「～している」として，評価規準
を作成する． 

 
 

(2)学習指導要領の「2 内容」及び「内容のまとまりごとの評価規準（例）」，「具体的
な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 

（例）第６学年「B 図形」（1）「縮図や拡大図，対称な図形」 
学習
指導
要領 

 
2 

内容 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力， 
人間性 

(ｱ)縮図や拡大図に 
ついて理解する 
こと． 

(ｲ)対称な図形につ 
いて理解するこ
と． 

(ｱ)図形を構成する要及び図形間
の関係に着目し，構成の仕方
を考察したり図形の性質を見
いだしたりするとともに，そ
の性質を基に既習の図形を捉
えたり日常生活に生かしたり
すること． 

＊内容には，学びに向
かう力，人間性等に
ついて示されていな
いことから，該当学
年の目標（3）を参考
にする． 
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 知識及び技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力， 
人間性 

内容 
の ま
と ま
り ご
と の
評 価
規準 

・縮図や拡大図につ
い て 理 解 し て い
る． 

・対称な図形につい
て理解している． 

・図形を構成する要素及び図形
間の関係に着目し，構成の仕方
を考察したり図形の性質を見
いだしたりするとともに，その
性質を基に既習の図形を捉え
直したり日常生活に生かした
りしている． 

・縮図や拡大図につい
て，数学的に表現・処
理したことを振り返
り，多面的に捉え検
討してよりよいもの
を求めて粘り強く考
えたり，縮図や拡大
図のよさに気付き，
学習したことを生活
や学習に活用しよう
としたりしている． 

 

 知識及び技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力， 
人間性 

具 体
的 な
内 容
の ま
と ま
り ご
と の
評 価
規準 

・縮図や拡大図につ
いて，その意味や
対応する角の大き
さは全て等しく，
対応する辺の長さ 
の比はどこも一定
であるなどの性質
を理解している． 

・方眼紙のます目を
用いたり，対応す
る角の大きさは全
て等しく，対応す
る辺の長さの比は
どこも一定である
ことを用いて，縮
図や拡大図をかく
ことができる． 

・図形間の関係を考察し，縮図や
拡大図の性質を見いだしてい
る． 

・縮図や拡大図の性質をもとに
して，縮図や拡大図のかき方を
考えている． 

・縮図や拡大図を活用して，実際
には測定しにくい長さの求め
方を考えている． 

 

・縮図や拡大図を簡潔・
明瞭・的確に描こう
としたり，実際には
測定しにくい長さの
求め方を工夫して考
えたりしている． 

・実際には測定しにく
い長さを縮図や拡大
図を用いると求める
ことができるという
よ さ に 気 づ い て い
る． 

・縮図や拡大図を，身の
から見つけようとし
ている． 
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・線対称な図形につ
いて，１本の直線
を折り目として折
ったとき，ぴった
り重なる図形であ
ることや，対応す
る 点 を 結 ぶ 線 分
は，対称の軸によ
って垂直に二等分
されることなどを
理解している． 

・点対称な図形につ
いて，対称の中心
Ｏ を 中 心 に し て
180 度回転したと
きに重なり合う図
形であり，対応す
る点を結ぶ線分は
全て，対称の中心
を通り，その中心
によって二等分さ
れることなどを理
解している． 

・線対称な図形や点
対称な図形をかく
ことができる． 

・対称という観点から既習の図
形を捉え直し，図形を分類整理
したり，分類した図形の特徴を
見いだしたりしている． 

・図形を構成する要素の関係を
考察し，線対称や点対称の図形
の性質を見いだしている． 

・線対称や点対称の図形の性質
をもとにして，線対称や点対称
な図形のかき方を考えている． 

・対称な図形を簡潔・明
瞭・的確に描こうと
している． 

・均整のとれた美しさ，
安定性など対称な図
形の美しさに気づい
ている． 

・対称な図形を，身の回
りから見付けようと
している． 

文部科学省 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』令和２年３月 
 

⑥「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」から「単元の評価規準」を作成する例 
    ここでは，「内容のまとまり」がそのまま単元になる場合と，「内容のまとまり」が幾

つかの単元に分かれる場合について，例を示す． 
(1)「内容のまとまり」がそのまま単元になる場合 

（例）第５学年「Ｂ 図形」(3)「平面図形の面積」  
第５学年「Ｂ 図形」(3)「平面図形の面積」では，そのまま一つの単元
として学習することが多い．そこで，その場合の評価規準の例を以下に
示す. 
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「内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 
・三角形，平行四辺形，ひ
し形，台形の面積の計算
による求め方について理
解している． 

・図形を構成する要素な
どに着目して，基本図形
の面積の求め方を見い
だしているとともに，そ
の表現を振り返り，簡潔
かつ的確な表現に高め，
公式として導いている． 

・三角形，平行四辺形，ひ
し形，台形の面積の求め
方について，数学的に表
現・処理したことを振り
返り，多面的に捉え検討
してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり，数
学の良さに気付き学習し
たことを生活や学習に活
用しようとしたりしてい
る． 

 
以上を具体化して，「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成する． 

 
「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む
態度 

・必要な部分の長さを用い
ることで，三角形，平行四
辺形，ひし形，台形の面積
は計算によって求めるこ
とができることを理解し
ている． 

・三角形，平行四辺形，ひ
し形，台形の面積を公式
を用いて求めることがで
きる． 

・三角形，平行四辺形，ひ
し形，台形の面積の求め
方，求積可能な図形の面
積の求め方を基に考え
ている． 

・見いだした求積方法や
式表現を振り返り，簡潔
かつ的確な表現に高め，
公式として導いている． 

・求積可能な図形に帰着さ
せて考えると面積を求め
ることができるというよ
さに気付き，三角形，平行
四辺形，ひし形，台形の面
積 を 求 め よ う と し て い
る． 

・見いだした求積方法や式
表現を振り返り，簡潔か
つ的確な表現に高めよう
としている． 

 
「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」は，そのまま単元の評価規準とすること
ができる． 
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単元の評価規準（例） 

文部科学省 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』令和２年３月 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組
む態度 

・必要な部分の長さを用い
ることで，三角形，平行四
辺形，ひし形，台形の面積
は計算によって求めるこ
とができることを理解し
ている． 

・三角形，平行四辺形，ひ
し形，台形の面積を公式を
用いて求めることができ
る． 

・三角形，平行四辺形，ひし
形，台形の面積の求め方，求
積可能な図形の面積の求め
方を基に考えている． 

・見いだした求積方法や式表
現を振り返り，簡潔かつ的
確な表現に高め，公式とし
て導いている． 

・求積可能な図形に帰
着させて考えると面積
を求めることができる
というよさに気付き，
三角形，平行四辺形，ひ
し形，台形の面積を求
めようとしている． 

・見いだした求積方法
や式表現を振り返り，
簡潔かつ的確な表現に
高めようとしている． 

 
 

(2) 「内容のまとまり」が幾つかの単元に分かれる場合 
（例）第３学年「Ａ 数と計算」（4）「除法」 

第３学年「Ａ 数と計算」(4)「除法」では，「わり算」，「余りのある
わり算」，「大きな数のわり算」と三つの単元に分けて学習することが多
い．そこで，その場合  の評価規準の例を以下に示す． 

「内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組

む態度 
・除法の意味について理

解し，それが用いられる
場 合 に つ いて 知 っ てい
る．また，余りについて知
っている． 

・除法が用いられる場面
を式に表したり，式を読
み取ったりすることがで
きる． 

・数量の関係に着目し，計算
の意味や計算の仕方を考
えたり，計算に関して成り
立つ性質を見いだしたり
しているとともに，その性
質を活用して，計算を工夫
したり計算の確かめをし
たりしている． 

 

・除法に進んで関わり，
数学的に表現・処理し
たことを振り返り，数
理的な処理のよさに
気付き生活や学習に
活用しようとしてい
る． 

以上を具体化して，「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成する 
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「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組

む態度 
・包含除や等分除など，

除法の意味について理
解し，それが用いられ
る場合について知って
いる． 

・除法が用いられる場面
を式に表したり,式を
読み取ったりすること
ができる． 

・除法と乗法や減法との
関係について理解して
いる． 

・除数と商が共に１位数
である除法の計算が確
実にできる． 

・割り切れない場合に余
りを出すことや，余り
は除数より小さいこと
を知っている． 

・簡単な場合について，
除数が１位数で商が２
位数の除法の計算の仕
方を知っている． 

・除法が用いられる場面の数
量の関係を，具体物や図式
を用いて考えている． 

・除法は乗法の逆算と捉え，
除法の計算の仕方を考え
ている． 

・余りのある除法の余りにつ
いて，日常生活の場面に応
じて考えている． 

・「日常生活の問題」（単なる文
章題ではない．情報過多の
問題，算数以外の教科の問
題）を，除法を活用して解決
している．（ いろいろな単
元 が終わっ た後 に 日 常生
活の中から，もしくは他教
科等で，除法を適切に用い
て問題解決している） 

・簡単な場合について，除数
が １ 位 数 で 商 が ２ 位 数 の
除 法 の 計 算 の 仕 方 を 考 え
ている． 

・除法が用いられる場
面の数量の関係を，
具体物や図などを用
いて考えようとして
いる． 

・除法が用いられる場
面を身の回りから見
付け，除法を用いよう
としている．（(「わり算
探し」など） 

・自分が考えた除法の
計 算 の 仕 方 に つ い
て，具体物や図と式
とを関連付けて考え
ようとしている． 

「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」に示されている内容をもとに，①わり算  
②余りのあるわり算  ③大きな数のわり算の三つの単元の内容に合わせて，単元の評
価規準を作成する． 
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４．単元の目標(B 図形) 

学
年 

単
元
名 

目   標 

第
１
学
年 

な
ん
ば
ん
め 

(１) 数を用いた順序の表し方を理解し，数を用いて順序や位置を表すことな
どについての技能を身に付ける． 

(２) 基点に着目して順序や位置を考えることができる． 
(３) 数を用いて順序を表すことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を身

に付ける． 

か
た
ち
あ
そ
び 

(１) 身の回りにあるものの形について，基本的な立体図形の特徴や機能を捉
え，立体図形についての理解の基礎となる感覚を豊かにするとともに，
簡単な絵や図などに表したりすることなどについての技能を身に付け
る． 

(２) 立体図形の形に着目して特徴や機能を捉えたり，具体的な操作を通して
形の構成について考えたりすることができる． 

(３) 立体図形に親しみ，身の回りにあるものの形について学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学ぶ態度を身に付ける． 

か
た
ち
づ
く
り 

(１) 身の回りにあるものの形について，基本的な平面図形の特徴を捉え，平
面図形についての理解の基礎となる感覚を豊かにするとともに，形を構
成したりすることなどについての技能を身に付ける． 

(２) 平面図形の形に着目して特徴を捉えたり，具体的な操作を通して形の構
成について考えたりすることができる． 

(３) 平面図形に親しみ，身の回りにあるものの形について学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学ぶ態度を身に付ける． 

第
２
学
年 

さ
ん
か
く
や
し
か
く
の
形
を
し
ら
べ
よ
う 

(１) 三角形，四角形などの構成要素を捉えそれらの意味や性質などを理解
し，図形についての感覚を豊かにするとともに，図形を構成したりする
ことなどについての技能を身に付ける． 

(２) 平面図形の特徴を図形を構成する要素に着目して捉えたり，身の回りの
事象を図形の性質から考察したりすることができる． 

(３) 三角や四角の形をしたものに進んで関わり，数学的に表現・処理したこ
とを振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようと
する態度を身に付ける． 
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は
こ
の
形
を
し
ら
べ
よ
う 

(１) 箱の形をしたものを観察したり作ったりする活動を通して，正方形や長
方形の面で構成される箱の形をしたものなどについて理解し，図形につ
いての感覚を豊かにするとともに，図形を構成したりすることなどにつ
いての技能を身に付ける． 

(２) 箱の形をしたものの特徴を図形を構成する要素に着目して捉えたり，身
の回りの事象を図形の性質から考察したりすることができる． 

(３) 箱の形をしたものに進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り
返り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとする態度
を身に付ける． 

第
３
学
年 

ま
る
い
形
を
調
べ
よ
う 

(１) 円や球の構成する要素や性質などについて理解し，図形についての感覚
を豊かにするとともに，コンパスを用いた作図や長さを測り取ったりす
ることなどについての技能を身に付ける． 

(２) 円や球などの特徴を図形を構成する要素に着目して捉えたり，身の回り
の事象を図形の性質から考察したりすることができる． 

(３) まるい形をしたものに進んで関わり，図形をかいたり確かめたりする活
動など数学的に表現・処理したことを振り返り，数学的な処理のよさに
気付き生活や学習に活用しようとする態度を身に付ける． 

三
角
形
を
調
べ
よ
う 

(１) 作図などを通して二等辺三角形や正三角形の関係や角などについて理
解し，図形についての感覚を豊かにするとともに，図形を構成したりす
ることなどについての技能を身に付ける． 

 (２) 二等辺三角形や正三角形などの特徴を図形を構成する要素に着目して
捉えたり，身の回りの事象を図形の性質から考察したりすることができ
る． 

 (３) 三角形に進んで関わり，図形をかいたり確かめたりする活動など数学
的に表現・処理したことを振り返り，数学的な処理のよさに気付き生活
や学習に活用しようとする態度を身に付ける． 

第
４
学
年 

角
の
大
き
さ
表
し
方
を
調
べ
よ
う 

(１) 角の大きさについて単位と測定の意味などについて理解するとともに，
角の大きさを測定したり角をかいたりすることなどについての技能を
身に付ける． 

(２) 角の大きさや図形について考察することができる． 
(３) 角の大きさの表し方について，数学的に表現・処理したことを振り返り，

多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学
のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を
身に付ける． 
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四
角
形
の
特
ち
ょ
う
を
調
べ
よ
う 

(１) 直線の位置関係や四角形の構成などについて理解するとともに，図形を
構成したりすることなどについての技能を身に付ける． 

(２) 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し，四角形の性質につ
いて考察することができる． 

(３) 四角形の特徴について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面
的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよ
さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を身に
付ける． 

 

広
さ
の
表
し
方
を
考
え
よ
う 

(１) 平面図形の面積や単位などについて理解するとともに，正方形や長方形
などの図形の面積を計算して求めたりすることなどについての技能を
身に付ける． 

(２) 面積の単位や図形を構成する要素に着目し，面積の求め方や面積の単位
と既習の単位との関係について考察することができる． 

(３) 広さの表し方について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面
的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよ
さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を身に
付ける． 

箱
の
形
の
特
ち
ょ
う
を
調
べ
よ
う 

(１) 立体図形や直方体における直線や平面の関係などについて理解すると
ともに，図形を構成したりすることなどについての技能を身に付ける． 

(２) 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し，箱の形の図形の性
質について考察することができる． 

(３) 箱の形の特徴について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面
的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよ
さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を身に
付ける． 

 

第
５
学
年 

直
方
体
や
立
方
体
の
か
さ
の
表
し
方
を
考
え
よ
う 

(１) 立体の体積などについて理解するとともに，立体の体積を求めたりする
ことなどについての技能を身に付ける． 

(２) 体積の単位や立体を構成する要素に着目し，立体の体積を求めることに
ついて考察することができる． 

(３) 直方体や立方体のかさの表し方について，数学的に表現・処理したこと
を振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考え
る態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようと
する態度を身に付ける． 
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形
も
大
き
さ
も
同
じ
図
形
を
調
べ
よ
う 

(１) 図形の合同の意味や合同な図形の性質などについて理解するとともに，
合同な図形の性質を調べたりすることなどについての技能を身に付け
る． 

(２) 図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，合同な図形の性質に
ついて考察することができる． 

(３) 形も大きさも同じ図形について，数学的に表現・処理したことを振り返
り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，
数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態
度を身に付ける． 

 

図
形
の
角
を
調
べ
よ
う 

(１) 三角形や四角形の内角の和などについて理解するとともに，それを用い
て多角形の角の性質を調べたりすることなどについての技能を身に付
ける． 

(２) 図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，多角形の角の性質に
ついて考察することができる． 

(３) 図形の角について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に
捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよさに
気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を身に付け
る． 

面
積
の
求
め
方
を
考
え
よ
う 

(１) 四角形や三角形の面積の公式や性質などについて理解するとともに，四
角形や三角形の面積を求めたりすることなどについての技能を身に付
ける． 

(２) 図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，四角形や三角形の面
積の求め方について考察することができる． 

(３) 面積の求め方について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面
的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよ
さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を身に
付ける． 

多
角
形
と
円
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う 

(１) 正多角形の性質や円周率の意味などについて理解するとともに，正多角
形や円の性質を調べたり，円周を求めたりすることなどについての技能
を身に付ける． 

(２) 図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，正多角形や円の性質
や円周の求め方について考察することができる． 

(３) 多角形と円について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的
に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよさ
に気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を身に付
ける． 
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第
６
学
年 

立
体
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う 

(１) 角柱，円柱の意味や性質などについて理解するとともに，角柱や円柱の
性質を調べたりすることなどについての技能を身に付ける． 

(２) 図形を構成する要素などに着目し，角柱や円柱の性質をについて考察す
ることができる． 

(３) 立体について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え
検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付
き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を身に付ける． 

 

つ
り
合
い
の
と
れ
た
図
形
を
調
べ
よ
う 

(１) 対称な図形の観察や構成を通してその意味や性質などについて理解す
るとともに，対称な図形を構成したりすることなどについての技能を身
に付ける． 

(２) 図形を構成する要素などに着目し，対称な図形の性質や構成の仕方につ
いて考察することができる． 

(３) つり合いのとれた図形について，数学的に表現・処理したことを振り返
り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，
数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態
度を身に付ける． 

 
形
が
同
じ
で
大
き
さ
が
ち
が
う
図
形
を
調
べ
よ
う 

(１) 拡大図や縮図の観察やかくことを通して，拡大図，縮図の意味や性質な
どについて理解するとともに，拡大図や縮図を構成したりすることなど
についての技能を身に付ける． 

(２) 図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，拡大図や縮図の性質
や実際の長さの求め方について考察することができる． 

(３) 形が同じで大きさが違う図形について，数学的に表現・処理したことを
振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える
態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとす
る態度を身に付ける． 

 

円
の
面
積
の
求
め
方
を
考
え
よ
う 

(１) 円の面積の計算による求め方などについて理解するとともに，円の面積
を求めたりすることなどについての技能を身に付ける． 

(２) 図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，円の性質や円の面積
の求め方について考察することができる． 

(３) 円の面積の求め方について，数学的に表現・処理したことを振り返り，
多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学
のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を
身に付ける． 
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角
柱
と
円
柱
の
体
積
の
求
め
方
を
考
え
よ
う 

(１) 角柱や円柱の体積の計算による求め方などについて理解するとともに，
角柱や円柱の体積を求めたりすることなどについての技能を身に付け
る． 

(２) 図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，角柱や円柱の体積の
求め方について考察することができる． 

(３) 角柱と円柱の体積の求め方について，数学的に表現・処理したことを振
り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態
度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする
態度を身に付ける． 

 
 

お
よ
そ
の
面
積
と
体
積
を
求
め
よ
う 

(１) 身の回りにあるものの形について，その概形を捉えることでおよその面
積や体積を求められることなどについて理解するとともに，身の回りに
あるもののおよその面積や体積を求めたりすることなどについての技
能を身に付ける． 

(２) 図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，身の回りにあるもの
の形を既習の図形とみなしておよその面積や体積の求め方について考
察することができる． 

(３) およその面積と体積について，数学的に表現・処理したことを振り返り，
多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学
のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を
身に付ける． 

第
１
学
年
（
中
学
） 

平
面
図
形 

(１) 平面図形についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するととも
に，事象を数学的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付ける． 

(２) 図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を直感的に捉
え論理的に考察することができる． 

(３) 平面図形について，数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強
く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振
り返って検討しようとする態度，多面的に捉え考えようとする態度を身
に付ける． 
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空
間
図
形 

(１) 空間図形についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するととも
に，事象を数学的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付ける． 

(２) 図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を直感的に捉
え論理的に考察することができる． 

(３) 平面図形，空間図形について，数学的活動の楽しさや数学のよさに気付
いて粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決
の過程を振り返って検討しようとする態度，多面的に捉え考えようとす
る態度を身に付ける． 

第
２
学
年
（
中
学
） 

平
行
と
合
同 

(１) 平面図形と数学的な推論についての基礎的な概念や原理・法則などを理
解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付ける． 

(２) 数学的な推論の過程に着目し，図形の性質や関係を論理的に考察し表現
することができる． 

(３) 基本的な平面図形の性質，図形の合同について，数学的活動の楽しさや
数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとす
る態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多
様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度を身に付ける． 

三
角
形
と
四
角
形 

(１) 平面図形と数学的な推論についての基礎的な概念や原理・法則などを理
解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付ける． 

(２) 数学的な推論の過程に着目し，図形の性質や関係を論理的に考察し表現
することができる． 

(３) 基本的な平面図形の性質，図形の合同について，数学的活動の楽しさや
数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとす
る態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多
様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度を身に付ける． 

第
３
学
年
（
中
学
） 

相
似
な
図
形 

(１) 図形の相似についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付ける． 

(２) 図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考
察し表現することができる． 

(３) 図形の相似について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り
強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を
振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，よりよく
問題解決しようとする態度を身に付ける． 
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円 

(１) 円周角と中心角の関係についての基礎的な概念や原理・法則などを理解
するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付ける． 

(２) 図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考
察し表現することができる． 

(３) 円周角と中心角の関係について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実
感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解
決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，
よりよく問題解決しようとする態度を身に付ける． 

三
平
方
の
定
理 

(１) 三平方の定理についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付ける． 

(２) 図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考
察し表現することができる． 

(３) 図形の相似，円周角と中心角の関係，三平方の定理について，数学的活
動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に
生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようと
する態度，多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度を身
に付ける． 
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５．単元の評価規準(B 図形) 

学
年 

単
元
名 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

第
１
学
年 

な
ん
ば
ん
め 

①数を用いた順序の表
し 方 を 理 解 し て い
る． 

②個数や順番を正しく
数えたり表したりす
ることができる． 

③前後，左右，上下など
方向や位置について
の言葉を用いて，も
のの位置を表すこと
ができる． 

①基点に着目して順序や
位置を考えることがで
きる． 

②数のまとまりに着目し，
数の大きさの比べ方や
数え方を考え，それらを
日常生活に生かすこと
ができる． 

①数を用いて順序を
表すことのよさや
楽しさを感じなが
ら学んでいる． 

か
た
ち
あ
そ
び 

①身の回りにあるもの
の形を認め，形の特
徴を知っている． 

②身の回りにあるもの
を用いて形を作った
り分解したりするこ
とができる． 

③簡単な絵や図などに
表すことができる． 

①立体図形の形に着目し
て特徴や機能を捉える
ことができる． 

②具体的な操作を通して
形の構成について考え
ることができる． 

① 立 体 図 形 に 親 し
み，身の回りにあ
るものの形につい
て学んだことのよ
さや楽しさを感じ
な が ら 学 ん で い
る． 

か
た
ち
づ
く
り 

①身の回りにあるもの
の形を認め，形の特
徴を知っている． 

②色板や数え棒などを
用いて形を作ったり
分解したりすること
ができる． 

①平面図形の形に着目し
て特徴を捉えることが
できる． 

②具体的な操作を通して
形の構成について考え
ることができる． 

① 平 面 図 形 に 親 し
み，身の回りにあ
るものの形につい
て学んだことのよ
さや楽しさを感じ
な が ら 学 ん で い
る． 

第
２
学
年 

さ
ん
か
く
や
し
か
く 

①三角形，四角形の意
味や性質などを理解
している． 

②正方形や長方形，直
角三角形の意味や性

①三角形や四角形の構成
の仕方を図形を構成す
る要素に着目して捉え
ることができる． 

②身の回りのものの形を

①三角や四角の形を
したものに進んで
関わっている． 

②数学的に表現・処
理したことを振り

小学校 
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質などを理解してい
る． 

③三角形や四角形を構
成 す る こ と が で き
る． 

④直角や頂点，辺の意
味を理解している． 

⑤正方形や長方形が身
の回りで多く使われ
ていることを理解し
ている． 

図形として捉えること
ができる． 

③敷き詰めるなどの操作
的な活動を通して，平面
の広がりを捉えること
ができる． 

 

返っている． 
③数学的な処理のよ

さに気付き生活や
学習に活用しよう
としている． 

は
こ
の
形
を
し
ら
べ
よ
う 

①正方形や長方形の面
で構成される箱の形
をしたものについて
理解している． 

②正方形や長方形の面
で構成される箱の形
をしたものを構成し
たり分解したりする
ことができる． 

③面の意味を理解して
いる． 

①箱の形をしたものの構
成の仕方を図形を構成
する要素に着目して捉
えることができる． 

②身の回りにある箱の形
をしたものの性質を捉
えることができる． 

①箱の形をしたもの
に進んで関わって
いる． 

②数学的に処理・表
現したことを振り
返っている． 

③数学的な処理のよ
さに気付き生活や
学習に活用しよう
としている． 

第
３
学
年 

ま
る
い
形
を
調
べ
よ
う 

①円や球について，中
心，半径，直径を理解
している． 

②円や球の性質などに
つ い て 理 解 し て い
る． 

③コンパスを用いた作
図や長さを測り取る
ことができる． 

①図形を構成する要素に
着目し，円や球の構成の
仕方を考えることがで
きる． 

②円や球の性質を見いだ
し，身の回りのものの形
を円や球として捉える
ことができる． 

③コンパスを用いて長さ
を比較することができ
る． 

①まるい形をしたも
のに進んで関わっ
ている． 

②図形をかいたり確
かめたりする活動
な ど 数 学 的 に 表
現・処理したこと
を 振 り 返 っ て い
る． 

③数学的な処理のよ
さに気付き生活や
学習に活用しよう
としている． 

の
形
を
し
ら
べ
よ
う 
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三
角
形
を
調
べ
よ
う 

①二等辺三角形や正三
角形などについて理
解している． 

②二等辺三角形や正三
角形の関係に着目す
ることができる． 

③二等辺三角形や正三
角形と関連して角に
つ い て 理 解 し て い
る． 

④定規やコンパスなど
を用いて図形を構成
することができる． 

①図形を構成する要素に
着目し，二等辺三角形や
正三角形の構成の仕方
を考えることができる． 

②二等辺三角形や正三角
形の性質を見いだし，身
の回りのものの形を二
等辺三角形や正三角形
として捉えることがで
きる． 

①三角形に進んで関
わっている． 

②図形をかいたり確
かめたりする活動
な ど 数 学 的 に 表
現・処理したこと
を 振 り 返 っ て い
る． 

③数学的な処理のよ
さに気付き生活や
学習に活用しよう
としている． 

第
４
学
年 

角
の
大
き
さ
表
し
方
を
調
べ
よ
う 

①角の大きさを回転の
大きさとして捉える
ことができる． 

②角の大きさの単位
（度（°））につい
て知り，測定の意味
について理解してい
る． 

③角が90ﾟより大きい
か小さいかを判断す
るなどして，分度器
を用いて角の大きさ
を測定したり，必要
な大きさの角を作っ
たりすることができ
る． 

①図形の角の大きさを着
目し，角の大きさを柔
軟に表現することがで
きる． 

②図形の角の大きさに着
目して，図形を多面的
に考察し，説明するこ
とができる． 

①角の大きさについ
て，数学的に表現・
処理したことを振
り返り，多面的に
捉え検討してより
よいものを求めて
粘り強く考えてい
る． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

 

四
角
形
の
特
ち
ょ
う
を
調
べ
よ
う 

①直線の平行や垂直の
関係について理解し
ている． 

② 平 行 四 辺 形 や ひ し
形，台形について理
解している． 

③対角線について理解
している． 

①図形を構成する要素及
びそれらの位置関係に
着目し，図形の構成の仕
方を考察し四角形の性
質を見いだすことがで
きる． 

②図形の構成の仕方を考
察し，見いだした性質か

①四角形の特徴につ
いて，数学的に表
現・処理したこと
を振り返り，多面
的に捉え検討して
よりよいものを求
めて粘り強く考え
ている． 
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②平行や垂直な関係の
直線をかくことがで
きる． 

 

ら既習の図形を捉え直
すことができる． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

広
さ
の
表
し
方
を
考
え
よ
う 

①面方形や長方形の面
積を求める公式につ
いての考え方を理解
している． 

②方形や長方形の面積
を求める公式を用い
ることができる． 

③面積の単位(㎠，㎡，
㎢)について理解して
いる． 

④正方形や長方形の面
積を計算による求め
方について理解して
いる． 

⑤アール(a)，ヘクター
ル(ha)の単位につい
て理解している． 

①数量の関係に着目し，数
量の関係を簡潔に，また
一般的に表現できる． 

②数量の関係に着目し，式
の意味を読み取ること
ができる． 

③面積の単位や図形を構
成する要素に着目し，図
形の面積の求め方を考
えている． 

④面積の単位と既習の単
位との関係を考察する
ことができる． 

①広さの表し方につ
いて，数学的に表
現・処理したこと
を振り返り，多面
的に捉え検討して
よりよいものを求
めて粘り強く考え
ている． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

箱
の
形
の
特
ち
ょ
う
を
調
べ
よ
う 

①立体図形や直方体に
つ い て 理 解 し て い
る． 

②直方体における直線
や平面の平行や垂直
の関係について理解
している． 

③見取図や展開図につ
いて理解している． 

④展開図や見取り図を
かくことができる． 

⑤ものの位置の表し方
について理解してい
る． 

 

①図形を構成する要素及
びそれらの位置関係に
着目し，立体図形の平面
上での表現や構成の仕
方を考察し性質を見い
だすことができる． 

②日常の事象を図形の性
質から捉え直すことが
できる． 

③平面や空間における位
置を決める要素に着目
し，その位置を数を用い
て表現する方法を考察
することができる． 

①箱の形の特徴につ
いて，数学的に表
現・処理したこと
を振り返り，多面
的に捉え検討して
よりよいものを求
めて粘り強く考え
ている． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 
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第
５
学
年 

直
方
体
や
立
方
体
の
か
さ
の
表
し
方
を
考
え
よ
う 

①体積の単位(㎤，㎥)に
つ い て 理 解 し て い
る． 

②立方体及び直方体の
体積の計算による求
め方について理解し
ている． 

 

①体積の単位や図形を構
成する要素に着目し，立
方体や直方体の体積の
求め方を考えている． 

②体積の単位と既習の単
位との関係を考察する
ことができる． 

①直方体や立方体の
かさの表し方につ
いて，数学的に表
現・処理したこと
を振り返り，多面
的に捉え検討して
よりよいものを求
めて粘り強く考え
ている． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

形
も
大
き
さ
も
同
じ
図
形
を
調
べ
よ
う 

①図形の形や大きさが
決まる要素について
理解している． 

②図形の合同の意味や
合同な図形の性質な
どについて理解して
いる． 

 

①図形を構成する要素や
図形間の関係などに着
目し，構成の仕方を考察
することができる． 

②図形を構成する要素や
図形間の関係などに着
目し，図形の性質を見い
だし，その性質を道筋を
立てて考え説明するこ
とができる． 

 

①形も大きさも同じ
図形について，数
学的に表現・処理
したことを振り返
り，多面的に捉え
検討してよりよい
ものを求めて粘り
強く考えている． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

図
形
の
角
を
調
べ
よ
う 

①三角形や四角形など
多角形の内角の和に
つ い て 理 解 し て い
る． 

①図形を構成する要素や
図形間の関係などに着
目し，多角形の角につい
て考察することができ
る． 

②図形を構成する要素や
図形間の関係などに着
目し，多角形の角の性質
を見いだし，その性質を
道筋を立てて考え説明

① 図 形 の 角 に つ い
て，数学的に表現・
処理したことを振
り返り，多面的に
捉え検討してより
よいものを求めて
粘り強く考えてい
る． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
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することができる． 生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

面
積
の
求
め
方
を
考
え
よ
う 

① 三 角 形 や 平 行 四 辺
形，台形，ひし形の面
積の計算による求め
方について理解して
いる． 

② 三 角 形 や 平 行 四 辺
形，台形，ひし形の面
積を求める公式の考
え方ついて理解して
いる． 

③ 

①図形を構成する要素や
図形間の関係などに着
目し，三角形や平行四辺
形，台形，ひし形の面積
の求め方について見い
だすことができる． 

②三角形や平行四辺形，台
形，ひし形の面積の求め
方を簡潔かつ的確な表
現に高め，公式として導
くことができる． 

①面積の求め方につ
いて，数学的に表
現・処理したこと
を振り返り，多面
的に捉え検討して
よりよいものを求
めて粘り強く考え
ている． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

多
角
形
と
円
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う 

①円と関連させて正多
角形の基本的な性質
について理解してい
る． 

②円周率の意味につい
て理解している． 

③円周率を用いて，円
周を求めることがで
きる． 

 

①図形を構成する要素や
図形間の関係などに着
目し，正多角形の構成の
仕方や円周の求め方を
考察することができる． 

②正多角形や円の性質を
見いだし，その性質を道
筋を立てて考え説明す
ることができる． 

①多角形と円につい
て，数学的に表現・
処理したことを振
り返り，多面的に
捉え検討してより
よいものを求めて
粘り強く考えてい
る． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

立
体
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う 

①角柱，円柱の意味や
性質などについて理
解している． 

②底面や側面の意味を
理解している． 

①図形を構成する要素な
どに着目し，角柱や円柱
の性質をについて見い
だすことができる． 

②角柱や円柱の性質を基
に既習の図形を捉え直
すことができる． 

①立体について，数
学的に表現・処理
したことを振り返
り，多面的に捉え
検討してよりよい
ものを求めて粘り
強く考えている． 

②数学のよさに気付
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き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

第
６
学
年 

つ
り
合
い
の
と
れ
た
図
形
を
調
べ
よ
う 

①線対称や点対称な図
形の観察や構成を通
して，線対称や点対
称な図形の意味や性
質について理解して
いる． 

②対称な図形を構成す
ることができる． 

③対称の軸，対象の中
心の意味を理解して
いる． 

 

①図形を構成する要素な
どに着目し，対称な図形
の構成の仕方を考察し
たり性質を見いだした
りすることができる． 

②対称な図形の性質を基
に既習の図形を捉え直
したり日常生活に生か
したりすることができ
る． 

①つり合いのとれた
図形について，数
学的に表現・処理
したことを振り返
り，多面的に捉え
検討してよりよい
ものを求めて粘り
強く考えている． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

形
が
同
じ
で
大
き
さ
が
ち
が
う
図
形
を
調
べ
よ
う 

①拡大図や縮図の観察
や か く こ と を 通 し
て，拡大図や縮図の
意味や性質などにつ
いて理解している． 

②拡大図や縮図を構成
することができる． 

 

①図形を構成する要素や
図形間の関係などに着
目し，拡大図や縮図の構
成の仕方を考察したり
拡大図や縮図の性質を
見いだしたりすること
ができる． 

②拡大図や縮図の性質を
基に既習の図形を捉え
直したり日常生活に生
かしたりすることがで
きる． 

①形が同じで大きさ
が違う図形につい
て，数学的に表現・
処理したことを振
り返り，多面的に
捉え検討してより
よいものを求めて
粘り強く考えてい
る． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

円
の
面
積
の
求
め
方
を 

①円の面積の計算によ
る求め方について理
解している． 

②円の面積を求めるこ
とができる． 

 

①図形を構成する要素な
どに着目し，円の面積の
求め方を見いだすこと
ができる． 

②円の面積の求め方を簡
潔かつ的確な表現に高

①円の面積の求め方
について，数学的
に表現・処理した
ことを振り返り，
多面的に捉え検討
してよりよいもの
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め，公式として導くこと
ができる． 

を求めて粘り強く
考えている． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

角
柱
と
円
柱
の
体
積
の
求
め
方
を
考
え
よ
う 

①角柱や円柱の体積の
計算による求め方に
つ い て 理 解 し て い
る． 

②角柱や円柱の体積を
求 め る こ と が で き
る． 

 

①図形を構成する要素に
着目し，角柱や円柱の体
積の求め方を見いだす
ことができる． 

②角柱や円柱の体積の求
め方を簡潔かつ的確な
表現に高め，公式として
導くことができる． 

①角柱と円柱の体積
の 求 め 方 に つ い
て，数学的に表現・
処理したことを振
り返り，多面的に
捉え検討してより
よいものを求めて
粘り強く考えてい
る． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

お
よ
そ
の
面
積
と
体
積
を
求
め
よ
う 

①身の回りにあるもの
の形について，その
概形を捉えることで
およその面積や体積
を求められることに
つ い て 理 解 し て い
る． 

②身の回りにあるもの
のおよその面積や体
積を求めることがで
きる． 

 

①図形を構成する要素や
性質に着目し，身の回り
にあるものの形を既習
の図形とみなして，筋道
を立ててについて考察
することができる． 

②およその面積や体積の
求め方を日常生活に生
かすことができる． 

①およその面積と体
積について，数学
的に表現・処理し
た こ と を 振 り 返
り，多面的に捉え
検討してよりよい
ものを求めて粘り
強く考えている． 

②数学のよさに気付
き学習したことを
生活や学習に活用
し よ う と し て い
る． 

考
え
よ
う 
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中学校 

学年 
単
元
名 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

第
１
学
年 

平
面
図
形 

①角の二等分線，線分の
垂直二等分線，垂線な
どの基本的な作図の方
法を理解している． 

②平行移動，対称移動及
び回転移動について理
解している． 

③弧や弦の意味を理解し
ている． 

④∥や⊥，∠，△などの記
号を用いて図形の関係
を表したり読み取った
りすることができる． 

⑤円の接線はその接点を
通る半径に垂直である
ことを理解している． 

①図形の性質に着目し，
基本的な作図の方法を
考察し表現することが
できる． 

②図形の移動に着目し，
二つの図形の関係につ
いて考察し表現するこ
とができる． 

③基本的な作図や図形の
移動を具体的な場面で
活 用 す る こと が でき
る． 

④接線の性質を具体的な
場面で活用することが
できる． 

 

①平面図形の性質や
関係を捉えること
のよさに気付いて
粘り強く考えてい
る． 

②平面図形について
学んだことを生活
や学習に生かそう
としている． 

③作図や図形の移動
を活用した問題解
決の過程を振り返
って検討しようと
している． 

空
間
図
形 

①空間における直線や平
面の位置関係を知って
いる． 

②扇形の弧の長さと面
積，基本的な柱体や錐
体，球の表面積と体積
を求めることができ
る． 

③回転体やねじれの位置
の意味を理解してい
る． 

④円の周の長さや面積な
どを円周率πを用いて
表すことができる． 

⑤見取図や展開図，投影
図の意味を理解してい
る． 

①空間図形を直線や平面
図形の運動によって構
成されるものと捉える
ことができる． 

②空間図形を平面上に表
現して平面上の表現か
ら空間図形の性質を見
いだすことができる． 

③立体図形の表面積や体
積の求め方を考察し表
現することができる． 

①空間図形の性質や
関係を捉えること
のよさに気付いて
粘り強く考えてい
る． 

②空間図形について
学んだことを生活
や学習に生かそう
としている． 

③空間図形の性質や
関係を活用した問
題解決の過程を振
り返って検討しよ
うとしている． 
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第
２
学
年 

平
行
と
合
同 

①平行線や角の性質を理
解している． 

②多角形の角についての
性質が見いだせること
を知っている． 

③対頂角や内角，外角の
意味を理解している． 

①基本的な平面図形の性
質を見いだすことがで
きる． 

②平行線や角の性質を基
にして基本的な平面図
形の性質を確かめ説明
することができる． 

 

①平面図形の性質の
よさを実感して粘
り強く考えている． 

②平面図形の性質に
ついて学んだこと
を生活や学習に生
かそうとしている． 

③平面図形の性質を
活用した問題解決
の過程を振り返っ
て評価・改善しよう
としている． 

三
角
形
と
四
角
形 

①平面図形の合同の意味
及び三角形の合同条件
について理解してい
る． 

②証明の必要性と意味及
びその方法について理
解している． 

③定義や証明，逆，反例
の意味を理解してい
る． 

④≡などの記号を用いて
図形の関係を表したり
読み取ったりすること
ができる． 

⑤正方形，ひし形及び長
方形が平行四辺形の特
別な形であることを理
解している． 

①三角形の合同条件など
を基にして三角形や平
行四辺形の基本的な性
質を論理的に確かめる
ことができる． 

②証明を読んで新たな性
質を見いだすことがで
きる． 

③三角形や平行四辺形の
基本的な性質などを具
体的な場面で活用する
ことができる． 

④命題が正しくないこと
を証明するために，反
例をあげることができ
る． 

①証明のよさを実感
して粘り強く考え
ている． 

②図形の合同につい
て学んだことを生
活や学習に生かそ
うとしている． 

③平面図形の性質を
活用した問題解決
の過程を振り返っ
て評価・改善しよう
としている． 
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第
３
学
年 

相
似
な
図
形 

①平面図形の相似の意味
及び三角形の相似条件
について理解してい
る． 

②基本的な立体の相似の
意味及び相似な図形の
相似比と面積比や体積
比との関係について理
解している． 

③∽などの記号を用いて
図形の関係を表したり
読み取ったりすること
ができる． 

①三角形の相似条件など
を基にして図形の基本
的な性質を論理的に確
かめることができる． 

②平行線と線分の比につ
い て の 性 質を 見 いだ
し，それらを確かめる
ことができる． 

③相似な図形の性質を具
体的な場面で活用する
ことができる． 

①相似な図形の性質
のよさを実感して
粘り強く考えてい
る． 

②図形の相似につい
て学んだことを生
活や学習に生かそ
うとしている． 

③相似な図形の性質
を活用した問題解
決の過程を振り返
って評価・改善しよ
うとしている． 

円 

①円周角と中心角の関係
の意味を理解してい
る． 

②円周角と中心角の関係
が証明できることを知
っている． 

③円周角の定理や円周角
の定理の逆の意味を理
解している． 

①円周角と中心角の関係
を見いだすことができ
る． 

②円周角と中心角の関係
を具体的な場面で活用
することができる． 

③円周角の定理の逆を用
いて，４点が１つの円
周上にあることを証明
することができる． 

①円周角と中心角の
関係のよさを実感
して粘り強く考え
ている． 

②円周角と中心角の
関係について学ん
だことを生活や学
習に生かそうとし
ている． 

③円周角と中心角の
関係を活用した問
題解決の過程を振
り返って評価・改善
しようとしている． 
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三
平
方
の
定
理 

①三平方の定理の意味を
理解している． 

②三平方の定理が証明で
きることを知ってい
る． 

①三平方の定理を見いだ
すことができる． 

②三平方の定理を具体的
な場面で活用すること
ができる． 

①三平方の定理のよ
さを実感して粘り
強く考えている． 

②三平方の定理につ
いて学んだことを
生活や学習に生か
そうとしている． 

③三平方の定理を活
用した問題解決の
過程を振り返って
評価・改善しようと
している． 
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Ⅵ 検証授業 
（小学校） 

第 4 学年算数科学習指導案 
令和２年８月５日（水）３校時 
宮古島市立北小学校 

（男 13 名 女 13 名  26 名）  
授業者 砂川 博喜 

 

1．単元名 角の大きさの表し方を調べよう 
 
2．単元の目標 

(1)角の大きさを回転の大きさとして捉えることができる．また，角の大きさの単位(度
(°))について知り，角の大きさを測定することができる．また，角の大きさが 90 ﾟ
より大きいか小さいかを判断するなどして，分度器を用いて角の大きさを測定した
り，必要な大きさの角を作ったりすることができる． 

(2)図形の角の大きさに着目し，角の大きさを柔軟に表現したり，図形の考察に生かした
りしている． 

(3)角の大きさについて，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討し
てよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気付き学習したことを生活
や学習に活用しようとしたりしている． 

 
3．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む
態度 

①角の大きさを回転の大きさ
として捉えることができ
る． 

②角の大きさの単位（度（°））
について知り，測定の意味
について理解している． 

③角が 90 ﾟより大きいか小さ
いかを判断するなどして，
分度器を用いて角の大きさ
を測定したり，必要な大き
さの角を作ったりすること
ができる． 

①図形の角の大きさを着目
し，角の大きさを柔軟に
表現することができる． 

②図形の角の大きさに着目
して，図形を多面的に考
察し，説明することがで
きる． 

①角の大きさについて，数
学的に表現・処理したこ
とを振り返り，多面的に
捉え検討してよりよい
ものを求めて粘り強く
考えている． 

②数学のよさに気付き学
習したことを生活や学
習に活用しようとして
いる． 
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４．単元について 
（1)教材観 

角については，第 2 学年では直角の形について，第 3 学年では，二等辺三角形や
正三角形に関わっている大きさが同じ角について学習し，1 つの頂点から出ている 2
本の辺がつくる形を角といい，角の大きさは辺の開きぐらいであることを学習して
いる．また，量については，第 3 学年までには長さ，かさ，重さなどについて，その
大きさを単位を用いて数値化して比較，測定することを学習してきている．本学年の
角の大きさの学習では，角の大きさを回転の大きさとしてとらえ，角の大きさの単位
「度（°）」を用いて角の大きさを測定するとともに，角の大きさの観点から，これ
までに学習してきた図形の理解を一層深めることをねらいとしている． 

すなわち，本学年の角の学習においては，角度という量について，既習の長さ，か
さ，重さなどと同じように単位の何こ分と考えることととらえ，測定する際に見当を
つけたりすることを通して量感を養うことともに，角の大きさに着目すると，角の大
きさの測定の仕方や表現の方法について考えたり，図形間の関係や大きさなどを多
面的に考察する資質・能力の育成が大切だと考える． 

また，児童の日常生活の場面を教材化することにより，算数科と学習と日常生活の
関連を図りながら意欲的に取り組む態度を養うことができる単元だと考える．さら
に，教科書の教具も活用し，角に補助線を引いたり，角を回転させたり操作しながら
考えることに利用したい． 

ここで，育成される資質・能力は，第 5 学年「合同な図形」第 6 学年「拡大図や縮
図」の学習につながる学習でもある． 

 
（2）児童観 
 

北小学校 第４学年 

（実施日：6 月中旬 調査人数 24 名） 

 

 

あて 

はまる 

どちらかと

いえば 

あてはまる 

どちらかと

いえば 

あてはまら

ない 

あてはま 

らない 

①算数の時間は楽しい． 58％ 17％ 21％ ４％ 
②算数の中で，図形の授業は楽しい． 54％ 25％ 8％ 13％ 

③算数の授業では，どんな力を付けるた
めの授業か考えながら取り組んでい
る． 

50％ 33％ 8％ 8％ 

④算数の授業で新しい問題に出会った
とき,その問題をといてみたいと思う． 

71％ 13％ 13％ 4％ 

⑤算数の授業で学習したことを，普段の生

活の中で使おうと思う場面がある. 

67％ 25％ 8％ 0％ 
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⑥算数の授業で問題のとき方や考え方
がわかるように，自分なりに工夫しな
がら学習に取り組んでいる 

50％ 33％ 8％ 8％ 

⑦算数の授業で問題をとくときに,いろ
んな方法がないか,友達に確認したり,
比べたりしている．  

54％ 25％ 17％ 4％ 

⑧算数の授業で,自分の考えを「数・式・
図・表・グラフ」を使って理由をつけ
ながら，友達に説明することができ
る． 

29％ 21％ 33％ 17％ 

⑨算数の授業で問題をとくときは,友達
と話し合ったりしながら，わかるまで
取り組んでいる． 

54％ 17％ 17％ 13％ 

⑩話し合う活動に参加し,自分の意見を
言ったり，友達の考えを聞いたりしな
がら,考えを深めたり，広げたりしてい
る． 

29％ 46％ 13％ 13％ 

⑪授業の内容をふりかえって,学習のポ
イントや，わかったこと，できるよう
になったことを，ふりかえりでノート
に書いている． 

29％ 21％ 33％ 17％ 

⑫学習の理解を深めるためにふく習や
よ習をしている 

46％ 33％ 13％ 8％ 

〈考察〉 
児童の実態把握のため，児童質問紙を作成し，アンケート調査を行った．上記の結果を 

分析してみる 
と，「①算数の時間は楽しい」，「②算数の中で，図形の授業は楽しい」と思っている児童
が少ない様子がみられ，平均値でみると図形の単元に苦手意識をもっている児童が多い． 

また，先生方のアンケートから授業でめあてが定着していることもあり，「③見通しを 
持ちながら取り組んでいる」児童は多い．しかし，「⑪授業の内容をふりかってノートに
書いている」と答えている児童が少なく，ふりかえりが定着していないことに課題がみら
れる． 

さらに，「自分なりに工夫しながら学習に取り組む」ことはできるが，「⑧自分の考えを 
「数・式・図・表・グラフ」を使って理由をつけながら，友達に説明する」ことや「⑩自
分の意見を言ったり，友達の考えを聞いたりしながら，考えを深めたり，広げたり」する
ことに苦手と感じている児童が多く，自分の考えを表現することが課題として挙げられ
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る． 
このことから，学習の内容を振り返る活動を目的をもって計画的に取り入れ，次の授業

に活かすことができるような取り組みをしていきたい．また，ペア・グループ活動を行う
際にも，「何のためのグループ活動なのか」を考え，計画的に取り入れていきたい． 

 
(3)指導観 

   本研究テーマは，「指導と評価の一体化の実現～学習評価の工夫を通して～」である．
そこで，本単元では，記述やふりかえりが十分にできる場を設定し，児童が次の授業にい
かせることができるようにしていきたい．また，児童の実態より「自分の考えを数・式・
図・表・グラフを使って理由をつけながら，友達に説明することができる」ことや「話し
合う活動に参加し,自分の意見を言ったり，友達の考えを聞いたりしながら,考えを深めた
り，広げたりしている」ことに課題がみられるため，児童に見通しを持たせて授業をし，
身近なことを題材として扱い，児童が興味関心をもって学習に取り組ませるようにした
い．児童が身近な題材から興味関心をもって意欲的に取り組むことで，多様な考えが広が
り，その考えを友達に伝え，ペア・グループ活動で比較することで，児童の考えを深めた
り，広げたりすることができるだろうと考える． 

   本単元の指導にあたっては，図形の角の大きさに着目し，角の大きさを測定したり，柔
軟に表現したりする力や，図形間の関係を考察する力を育てたい． 

  
５．単元の指導と評価の計画 

時
間 

 
○ねらい 

・学習活動 

評価 B 基準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り

組む態度 
１ ○半直線を回転させ

ると，いろいろな大
きさの角ができる
ことを理解する． 

・巻末折り込みの２
枚の円を組み合わ
せていろいろな角
をつくり，角の大き
さがどのように変
わるか調べる． 

・角の大きさを，「直
角」を単位にして表
す． 

 

・知① 
（ノート分析） 
半 直 線 を 回 転
させ，いろいろ
な 大 き さ の 角
が で き る こ と
を 理 解 し て い
る． 
 

・思①（行動観察，
ノート分析） 
半直線を半回転や
１回転させたとき
の角の大きさを，
「直角」に注目し
てとらえ，説明す
ることができる． 
 

・態度①（ノート） 
半直線を回転させる
と，いろいろな大きさ
の角ができることに
ついて，数学的に表
現・処理したことを振
り返り，多面的に捉え
検討してよりよいも
のを求めて粘り強く
考えている． 
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２ ○分度器の観察を通
して，角の大きさの
単位「度（°）」を知
り，角の大きさの表
し方を理解する． 

・分度器の目盛りの
構造を調べる． 

・ 角 度 の 単 位 「 度
（°）」と，1 直角＝
90°の関係を知る． 

・知② 
（ノート分析） 
分 度 器 の 観 察
に お い て わ か
っ た こ と を 用
いて，角の大き
さ を 表 す 単 位
「度（°）」や角
度 ， １ 直 角 ＝
90 ° の 関 係 を
理解している． 

 ・態度①（ノート） 
角の大きさの表し方
について，数学的に表
現・処理したことを振
り返り，多面的に捉え
検討してよりよいも
のを求めて粘り強く
考えている． 

３ ○分度器を用いて角
の大きさを測定す
る方法を考える． 

・分度器を使った角
度の測定の仕方を
知り，いろいろな角
度を測定する． 

 

・知③ 
（ノート分析） 
分 度 器 を 用 い
て，いろいろな
角 度 を は か る
ことができる． 
 

・思① 
（ノート分析） 
分度器を用いて角
の大きさを測定す
る方法を考え，正し
い角の大きさの測
定の仕方を友達に
説明することがで
きる． 

・態度①（ノート） 
分度器を用いて角の大
きさを測定することに
ついて，数学的に表現・
処理したことを振り返
り，多面的に捉え検討
してよりよいものを求
めて粘り強く考えてい
る． 

４ ○分度器を用いて角
の大きさを測定す
る方法を考える． 

・90°より小さいか，
大きいかの見当を
つけてから角度を
測定する． 

・三角定規のそれぞ
れの角度を知る． 

・２直角が交わって
できる向かい合った
角の大きさを調べた
り，計算したりする． 

・知③ 
（ノート分析） 
既習をいかし，
分 度 器 を 用 い
て，角度の測定
の 仕 方 を 理 解
し，いろいろな
角 度 を 測 定 す
る こ と が で き
る． 
 

○思① 
（ノート分析） 
分度器を用いて，
90°より小さいか
大きいかに着目し
て判断しながら，
角の大きさを測定
することができ，
三角定規の角や対
頂角の大きさを調
べ，考えたことを
説明することがで
きる． 

・態度①（ノート） 
分度器を用いて角の
大きさを測定するこ
とについて，数学的に
表現・処理したことを
振り返り，多面的に捉
え検討してよりよい
ものを求めて粘り強
く考えている． 
 

５ ○180°より大きい角
度の測定の仕方の
仕方を，既習の分 
度器を用いた角度
の測定の仕方を基

・知③ 
（ノート分析） 
既習をいかし， 
180°より大き 
い角度の測定 

○思②（行動観察，
ノート分析） 
角の大きさに着目
して，180°より大
きい角度について

○態①（ノート） 
 
角の大きさについて， 
数学的に表現・処理し 
たことを振り返り，多 
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に考え，説明する． 
 
 

の仕方を理解 
することがで 
きる． 

考察することがで
き，説明すること
ができる．  

面的に捉え検討して 
よりよいものを求め 
考えている．  

６ 
 
 
 
 
 

 

○分度器を使った角
をかいたり，三角形
をかいたりする方
法を考える． 

・決められた２つの
角と１辺の大きさ
から，三角形をかく
方法を考える． 

・分度器を使った角
のかき方や三角形
のかき方を知る． 

・いろいろな大きさ
の角をかく． 

 

・知③ 
（ノート分析） 
分度器を用い 
て，三角形や角 
のかき方を理 
解し，分度器を 
使って角度を 
測り，三角形や 
角をかくこと 
ができる． 
 
 
 
 

○思②（行動観察，
ノート分析） 
☆２つの角とその

間の１つの辺の
大きさに着目し
て，三角形や角
の か き 方 を 考
え，説明するこ
とができる． 

○２つの角とその
間の１つの辺の
大きさに着目し
て，角のかき方
を考えることが
できる． 

○態①（ノート） 
☆対話的を通して粘

り強く問題解決に
取り組むとともに，
分度器を用いて，三
角形や角のかき方
を考えた過程を振
り返り，学習にいか
そうとしている． 

 

７ 
 

○分度器を使った角
をかいた 

り，三角形をかいた
りする方法 

を考える． 
・決められた２つの
角と１辺の大きさか
ら，三角形をかく練
習をする． 

・コンパスを用いて
正三角形をかき，３
つの角度を測定し，
全て等しく６０°で
あ る こ と を 確 認 す
る． 

・知③ 
（ノート分析） 
コ ン パ ス を 用
いて，正三角
形をかくこと
がで 

き，その１つの
角の大きさが
全て６０°で
あ 

る こ と を と ら
えることがで
きる． 

・思②（行動観察，
ノート分析） 
１８０°より大き
い角のかき方に
ついて既習の角 

のかき方に着目し
て，角のかきかた
を工夫して考 

え，説明すること
ができる． 

態度①（ノート） 
 
分度器を使って角を
かいたり，三角形をか
いたりすることにつ
いて数学的に表現・処
理したことを振り返
り，多面的に捉え検討
してよりよいものを
求めて粘り強く考え
ている． 
 

８ ○数学的活動を通し
て，学習内容の理解
を深め，角の大きさ
について興味を広げ
る 

 ・思②（行動観察，
ノート分析） 
 
これまでの学習を
いかし，日常生活

○態②（ノート分析） 
 
学習した内容を生活
にいかそうとしてい
る． 



51 
 

・坂道分度器を作り，
坂道の角度を測定
する． 

 
 

の角の大きさに着
目して，筋道をた
てて考え，問題を
解決することがで
きる． 

９ ○学習内容の定着を
確認し，理解を確実
にする． 

・「たしかめよう」に
取り組む． 
・「 つ な い で い こ う 
算数の目」に取り組
む． 

○①② 
（ ペ ー パ ー テ
スト） 

○①②（ペーパー
テスト） 

 

 ＊指導に生かす評価を行う代表的な機会については「・」 
 ＊記録に残す評価を行う機会については「○」を付けている． 
 

 
6．本時の指導「角の大きさの表し方を調べよう」（5/9） 

(1)本時のねらい 
    180°より大きい角度の測定の仕方の仕方を，既習の分度器を用いた角度の測定の 

仕方を基に考え，説明することができる 
(2)本時の展開 

時 
 
間 

学習活動（◎） 
発問（●） 

予想される児童の反応（○） 

 
指導上の留意点 

 
評価規準 

導
入 
 
 

1．学習課題を把握する 
◎あ の角度を求めるには，どのよ

うに考えていけばよいか，見通し
をもつ． 

◎今まで学んだ 2 直角や 4 直角を
使って解決していく． 

 ●何度くらいになるかな． 
 ●直角いくつ分くらいかな． 
 ○180°より大きいかな． 
 ○360°より小さいかな． 
 ●180°より大きさけど，360°よ

り小さいですね．では，180° 

 
＊分度器で直接はかれ
ないことに気づかせ，
はかり方を工夫するこ
とを確認する． 
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より大きい角度はどのようにして
はかるのか考えてみよう． 

 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
2．自力解決 
◎各自，角度の求め方を図や式，言

葉を使ってかく． 
 ●どのようにしたら，分度器で足

りない角度をなんとかして求
める方法はないか，自分の考え
を，図や式を使ってかこう． 

○180°より何度大きいか，調べ
よう． 

○360°より何度小さいか，調べ
よう． 

 
3．ペアで話し合い,いろんな方法が

な 
いか友達に確認し，比べさせ
る． 

 
4．角度の求め方について全体で共

有し，友達の考えを聞いたりし
ながら,考えを深めたり，広げた
りする 

 ●A の考えについて，みんなで考
えてみよう． 

 ●他にはないですか？ 
 ●B の考えについて，みんなで考

えてみよう． 

 
 
＊机間指導で，教科書

の考えをノートに書
いている児童を見つ
けておく． 

 
 
 
 
 
 
 
＊ペアで各自の考えを

伝え合いながら，友
達の考えを確認した
り，自分の考えと比
べる． 

 
＊全体で共有し，友達

の考えを聞いたりし
ながら，考えを深め
られるようにする． 

 

 
 
○思考・判断・表現② 
（ノート） 
☆180°や 360°の角

の大きさに着目し

て，工夫して図や式

に表し，説明するこ

とができる． 

□分度器を用いて，角

の大きさを測定す

ることができる． 

○態度①（ノート） 

☆角の大きさについ

て，数学的に表現・

処理したことを振

り返り，多面的に捉

え検討してよりよ

いものを求めて粘

り強く考えている． 
□角の大きさについ

て，数学的に表現・
処理したことを振
り返り，よりよい
ものを求めて考え
ている． 

ま 
と 
め 

5．まとめをする． 
6．え の角度を求める問題に取り

組む． 
7．ふりかえりをする 

  

 

めあて：180°より大きい角度はどのようにしてはかるのか説明しよう 
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8．授業の考察 ○成果 ●課題 △改善策 

「知識・技能」の指導と評価 
○「ふりかえり」を活用することで，「指導に生かす評価」ができ，次の授業に生かすこ

とができた． 
○日常生活の場面（ボール投げやケーキの分け方）を多く取り入れたことで，課題に対し

て主体的に取り組み，単元を通して習得した「知識・技能」を活用することができた． 
●「知識・技能」の定着を図るために，「指導に生かす評価」だけでなく，「記録に残

す評価」も取り入れることも必要． 
「思考・判断・表現」の指導と評価 
 ○「記録に残す評価」の際に，「評価基準」を設けたことで，児童の記述を評価すること

ができた． 
○自己評価から児童の状況を把握することで，個に応じた指導ができ，「思考・判断・表 

現」の向上につながった． 
 ●「思考・判断・表現」の評価を充実させるための単元計画の工夫． 
「主体的に学習に取り組む態度」の評価 
 ○「記録に残す評価」の際に，「評価基準」を設けたことで，児童の記述を評価すること

ができた． 
○ふりかえりの記述内容から，児童の状況を把握し，双方向的なやりとりから，自ら学習

に向けて粘り強く取り組むことができた． 
 ●対話を通して粘り強く問題解決をしているが，ノートに残すことができない児童に対

して，３つの資質・能力をバランス良く向上させる指導の工夫． 
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9．仮説の検証 
単元名 
角の大きさの表し方を調べよう 

   内容のまとまり 
 第 4 学年 図形 B (5)「角の大きさ」 

 研究仮説に基づき，「新しい 5 観点に応じた評価規準の下，学習評価を工夫して行い，指
導と評価の一体化を図っていくことで，算数・数学における 3 つの資質・能力の育成」につ
ながることができたかについて，検証授業の中で「指導と評価の計画の工夫」，「観点別学習
状況の指導と評価の工夫」を行った．この 2 つの工夫の結果から分析と考察を行う． 
 

(1)指導と評価の計画の工夫 
今回は，第４学年の事例を通して，学習指導要領の目標や内容，内容のまとまりごとの評
価規準の考え方を踏まえ，以下のように指導と評価の一連の流れで進めた． 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  単元の目標 

(1)角の大きさを回転の大きさとして捉えることができる．また，角の大

きさの単位(度(°))について知り，角の大きさを測定することができ

る．また，角の大きさが 90 ﾟより大きいか小さいかを判断するなどし

て，分度器を用いて角の大きさを測定したり，必要な大きさの角を作

ったりすることができる． 

(2)図形の角の大きさに着目し，角の大きさを柔軟に表現したり，図形の

考察に生かしたりしている． 

(3)角の大きさについて，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面

的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよ

さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしてい

単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①角の大きさを回転の大きさと

して捉えることができる． 

②角の大きさの単位（度（°））

について知り，測定の意味に

ついて理解している． 

③角が90ﾟより大きいか小さいか

を判断するなどして，分度器

を用いて角の大きさを測定し

たり，必要な大きさの角を作

ったりすることができる． 

①図形の角の大きさ

を着目し，角の大

きさを柔軟に表現

することができる． 

②図形の角の大きさ

に着目して，図形

を多面的に考察

し，説明することが

できる． 

①角の大きさについて，

数学的に表現・処理

したことを振り返り，多

面的に捉え検討してよ

りよいものを求めて粘り

強く考えている． 

②数学のよさに気付き学

習したことを生活や学

習に活用しようとしてい

る. 

 

 

（文部科学省 『「指導

と評価の一体化」のため

の学習評価に関する参

考資料』令和２年３月） 
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単元の目標，単元の評価規準を作成し，単元の評価規準を基に， 
①評価項目の精選 ②各時間の評価場面の精選 ③評価方法の精選 ④指導に生かす評

価と記録に残す評価の精選 の４つのことに留意しながら作成した． 
 
① 評価項目の精選 
 毎時間で全ての児童に対して三つの観点全てについて評価のための情報を収集するこ
とは現実的ではない．実際には，単元の目標を分析して，各時間のねらいにふさわしい１
～２観点に評価項目を精選した． 

 

時
間 

 
○ねらい 

・学習活動 

評価規準（評価方法） 
知識・技能 思考・判断・表現 主 体 的 に 学

習 に 取 り 組

む態度 

５ ○１８０°より大きい角
度の測定の仕方の仕方を，
既習の分度器を用いた角
度の測定の仕方を基に考
え，説明することができ
る． 
 
 
 
 
 
． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・知③ 
（ノート分析） 
 

○思② 
（ノート分析） 

・態① 
（ノート） 

  
 

 

 

 

各時間における評価については，1 時間の授業の中のどの場面（評価場面）で，
どんな児童の姿が見られれば，「おおむね満足できる」状況と評価するのか，また，
その評価資料をどんな方法（評価方法）で収集するのかを計画した． 

 

単元を通して繰り返し出てくる評価の内容については，学級全員の児童の学習状
況を毎回記録に残すことは大変である．そこで，主に「努力を要する」状況と考え
られる児童の学習状況を確認し，その後の指導に生かすために評価する機会を「・」
とし，学級全員の児童の評価を，総括の資料にするために記録に残す評価を行う機
会とを「○」として，区別した． 

 

○「知識・技能」の評価に適する方法 
児童の活動の様子やノート等の記述内容の観察，ペーパーテストによる方法
がある 

○「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の評価に適する方法 
児童の活動の様子やノート等の記述内容の観察などによる方法がある． 

④指導に生かす評価と記録に残す評価場面の精

③算数科における評価方法の精選 

②各時間における評価場面の精選 

①評価項目の精選 
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単元のまとまりの中で適切に評価を実施できるよう，指導と評価の計画を立てる段階
から，計画的に評価項目，場面や方法等を考えておくことで，単元の中のどの時間にど
の評価を行う機会にするのか位置付けられることができ，その授業時間の中のどの場
面において評価を行うのか，その評価資料をどんな方法で収集するかを考えることが
できた．また，単元を通して見通すことで，授業と授業のつながりも見え，指導の改善
にもつなげることができた． 

(2)観点別学習状況の指導と評価の進め方 
①「知識・技能」の「指導に生かす評価」の工夫 

      本単元では，第９時の学習のまとめで「知識・技能」の観点について「○」の評
価を行う機会とした．しかし，テストのみで評価するのではなく，毎時間の机間指
導などにおいて児童の学習状況を把握し，ノートの記述内容（自力解決）や適応問
題からの情報も得ながら，「知識・技能」として「・」の評価をすることが望まし
いと考える． 

       そこで，今回，「知識・技能」をの「・」について，ノートの記述内容（自力解
決）や適応問題以外にも，「ふりかえりの視点」をしぼり，その日の「ふりかえり」
の記述内容からも「次の授業の指導にいかす」ようにした． 

 
【算数のふりかえりのポイント】                

 
 

【ふりかえりの視点】 
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  ア 第2時における「知識・技能」の「指導に生かす評価」の実践事例（児童Ａ） 
時 
間 

学習活動（◎） 
発問（●） 

 
評価規準 

導
入 
 
 
 
 
 
 

1．問題把握 
◎問題２を読み，題意をとらえる 
●角の大きさを，直角を単位として表すことができた．

でも，直角を単位として表すことのできない角度を
表すために，角度大きさを表す分度器の使い方や単
位を学ぶ必要あるね． 

 
 

 

展
開 
 
 

2．自力解決（分度器の目盛りについて調べる．） 
3．ペア・グループ活動で話し合い,いろんな方法がな

いか,友達に確認し，比べさせる．  
4．分度器の目盛りついて全体で共有し，友達の考えを

聞いたりしながら,考えを深めたり，広げたりする． 

・知・技②（ノート） 
分度器の観察においてわか
ったことを用いて，角の大
きさを表す単位「度（°）」
や角度，１直角＝９０°の
関係を理解している． 

ま 
と 
め 

5．まとめをする 
6．練習問題をする． 
①2 直角＝180°②4 直角＝360°③3 直角＝270° 
7．ふりかえりをする 

【児童Ａの第 2 時のふりかえり】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

めあて：角の大きさを表すために，分度器はどのようにして使うのか考えよう． 

第２時の「知識・技能」は「分度器の観察においてわかったことを用いて，
角の大きさを表す単位「度（°）」や角度，１直角＝９０°の関係を理解して
いる．」ことを評価する時間と位置づけている．評価方法としては，児童のノ
ートの記述内容を分析した．第２時のふりかえりで，児童Ａは「○○さんが９
０°×４とかの発言をしていて」と記述しており，ふりかえりの視点の「くら
べたこと」を使って記述している．この記述内容から，児童Ａは，１直角＝９
０°であることを理解した上で，４直角＝３６０°であることを，友達との
対話の中から理解することができた．と評価することができる．ふりかえり
の視点を絞ることで，児童がどこまで理解しているのかを評価することがで
き，次への指導にもいかすことができる． 
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イ 第５時における「知識・技能」の「指導に生かす評価」の実践事例（児童Ａ） 
時 
間 

学習活動（◎） 
発問（●） 

 
評価規準 

導
入 
 
 

1．学習課題を把握する 
◎あ の角度を求めるには，どのように考えていけばよい
か，見通しをもつ． 
◎今まで学んだ２直角や４直角を使って解決していく． 
●180°より大きさけど，360°より小さいですね．では，

180°より大きい角度はどのようにしてはかるのか考え
てみよう． 

 
 

 

展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．自力解決 
◎各自，角度の求め方を図や式，言葉を使ってかく． 
 ●どのようにしたら，分度器で足りない角度をなんとか

して求める方法はないか，自分の考えを，図や式を使っ
てかこう． 

【児童Ａの第２時の記述内容】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．ペアで話し合い,いろんな方法がないか友達に確認し，比

 
知・技③（ノート） 
既習をいかし，180°
より大きい角度の測定
の仕方を理解すること
ができる． 
 

めあて：180°より大きい角度はどのようにしてはかるのか説明しよう 

 

第５時の「知識・技能」は，「既習をいかし，１８０°より大きい角度の
測定の仕方を理解することができる．」となっており，ここでは，第２時
の角の大きさを表す単位「度（°）」や角度，１直角＝９０°，２直角＝１
８０°，３直角＝２７０°，４直角＝３６０°の既習を理解していること
が重要になってくる．その中で児童Ａは，第５時で「２直角は，１８０°
だから」と記述しており，第２時の学びを生かしている．このことから，
児童が「知識」を繰り返し使い，「技能」も繰り返し使う中ことで定着た
と考えられる．教師は「指導に生かす評価（ノート分析）」をすることで，
児童がどこまで理解しているのかを評価でき，児童は「学びを生かす」こ
とにもつなげることができた． 
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べさせる． 
4．角度の求め方について全体で共有し，友達の考えを聞い

たりしながら,考えを深めたり，広げたりする 

ま 
と 
め 

5．まとめをする． 
6．え の角度を求める問題に取り組む． 
7．ふりかえりをする 
 

【児童Ａの第 5 時のふりかえり】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 「知識・技能」の「指導に生かす評価」の実践事例（児童B） 

第１時では，第２時では，「わかりました」，「わかった」というような記述内容だった
ので，理解していることを把握することができる． 

    
【図１】児童 B 第１時ふりかえり記述内容   【図２】児童 B 第２時ふりかえり記述内容 

  
 

児童Ａは，ふりかえりの視点①を使い「今日の学習でたし算，ひき算を 180°以
上でもかんたんにもとめられる」と記述している．この記述から，２直角までの角
度を測定してきた学びを生かしながら，180°以上の角度も，180°に足したり，
360°から引いたりすると求められることを理解していることを評価することが
でき，次の指導に生かすことができた． 
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「ふりかえりの視点」を「わかったこと」「くらべたこと」「つなげること」の 3 つに絞る
ことで，「わかったこと」から，何がわかったという内容が見え，「くらべること」から友
達の考えの中から理解することができたことが見え，「つなげること」から今日の学びを理
解し，次の授業につなげたいことが見えた． 

児童 B のふりかえりでは，理解した評価を把握することで，次の授業に生かすことがで
きた．児童 B のふりかえりからは，「むずかしかった」の記述内容以外にも，「分度器の計
り方」や「計算のしかた」と具体的な記述内容が明記されていたので，その児童がどこで
つまずいていたのか把握することができ，単元の終わりで復習などもポイントを絞って行
うことができ，教師側も次の授業の改善に生かすこともできた．    

このように，ふりかえりシートを活用することで，「知識・技能」の「指導に生かす評価」
として有効に活用することができた． 

 
第 3・4 時になると，「角度のはかるの 

がむずかしかった」と，「けいさんがむずか 
しかった」記述している．この記述内容から 
「直角について理解することができたが，角 
度を分度器を使って測ること」や「工夫しな 
がら測ることができない」ことを把握すること 
ができ，次の授業までにどうするかを考え， 
アドバイスや授業改善をすることができる． 
 

【図３】児童 B 第３時ふりかえり記述内容 

 

第４時までに児童Ｂがどれだけ理解しているのか評価し，声かけやアドバイスを続け
たことで，第5時では，180°より大きい数の計算をたし算やひき算を使って求めること
ができ，「次もがんばりたいです」という意欲にもつながった．また，第６時では，分
度器を使って三角形や角度をかくこともでき，「次も求めたいです」と，第５時と同様
に，角への抵抗感がなくなり，次も「求めたい」「かきたい」という意欲付けになっ
た． 

 

 
【図５】児童 B 第５時ふりかえり記述内容      【図６】児童 B 第６時ふりかえり記述内容 

 

 
 
 

児童 B 
へのアドバ

イス 
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②「思考・判断・表現」の指導と評価 
ア 自己評価の設定 

     授業の中では，自分の考えを友達に伝えたり，友達の考えを聞いたり，比べたりし
ながら，身振り手振りといった様々な表現方法が用いられている．しかし，そのような
場面を一つ一つチェックすることは，現実的に厳しい． 

     そのような表現方法を指導に生かすことのできる評価として，ふりかえりに「思考・
判断・表現」の自己評価の欄を設けた．その評価をもとに，児童を指導したり，励みに
したりしていくようにした． 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
イ「思考・判断・表現」の[記録に残す評価]の工夫 
  ・評価場面の設定 

「思考・判断・表現」の「記録に残す評価」をする際には，記録に残す場面を設定す
ることが望ましい．第５時の「思考・判断・表現」の評価規準は，「②図形の角の大き
さに着目して，図形を多面的に考察し，説明することができる．」とし，自力解決（評
価場面），交流学習（評価場面），適用問題（評価場面）の記述内容で評価した． 

「思考・判断・表現の自己評価」を３・２・１の３つの段階にわけ，その日の授業
を自己評価してもらった．自己評価が「１」の児童に対しては，「２」の評価できるよ
うに，授業の中で，自分の考えを友達に伝えることができるように，困ったことがあ
ればアドバイスをするなどの指導を行うことができた． 

自己評価をすることで，児童が「どのような状況で授業を受けていたのか」が把握
することができ，次の授業にいかすことができた． 
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時 
間 

学習活動（◎） 
 

評価規準 

導
入 
 
 

1．学習課題を把握する 
◎あの角度を求めるには，どの

ように考えていけばよいか，
見通しをもつ． 

◎今まで学んだ 2 直角や 4 直角
を使って解決していく． 
 
 

 

 
展
開 

２．自力解決 
◎各自，角度の求め方を図や式，
言葉を使ってかく． 
３．ペアで話し合い,いろんな方
法がないか友達に確認し，比べ
させる． 
４．角度の求め方について全体
で共有し，友達の考えを聞いた
りしながら,考えを深めたり，広
げたりする． 

○思考・判断・表現② 

（ノート） 

☆180°や 360°の 

角 の 大 き さ に 着 目 し

て，図や式に表し，説明

することができる． 

□分度器を用いて，角

の大きさを測定するこ

とができる． 

ま 
と 
め 

５．まとめをする． 
６．え の角度を求める問題に
取り組む． 
７．ふりかえりをする 

○思考・判断・表現② 

（ノート） 

☆180°や 360°の角

の大きさに着目して，

図や式に表し，説明す

ることができる． 

□分度器を用いて，角

の大きさを測定するこ

とができる． 

 

 

 

 

 
 

自力解決の場面 

（評価場面） 

180°より大きい角度を，

言葉や式を使って書い

ている様子が見られた．

ここでのノートの記述内

容を評価する． 

めあて：180°より大きい角度はどのようにしてはかるのか説明し

よう 
交流学習の場面 

（評価場面） 

自力で解決したことをペ

アで交流した．交流する

時間の中で，互いの発表

をもとに類似点を見いだ

した記述内容が見られた

場合も評価とする． 
 

適用問題の場面 

（評価場面） 

解決方法をノートに記述

することが難しかった児童

には，互いの考え方を交流

する時間の中で，納得する

解決方法をノートに書かせ

た上で，その方法をもとに，

それらを生かして適用問

題を自力解決することがで

きれば評価する． 

日常の授業の中で，児童の発表や自力解決の机間指導だけでは，全ての児童を評価す
ることは難しい．そこで，児童が記録に残すことができる評価場面を設定し，自力解決
の場面などで記述させ，記録として残させる．そのノートを授業後に集めることで，記
録に残す評価ができた． 
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・「思考・判断・表現」の指導における発問の工夫 
「なぜそう考えるの」「今まで習ったことの何を使ったのか」などの発問を授業の中で
取り入れた． 

                           
                            
 
 

 
 
【第５時 学習問題】 

                       

 
【第５時 児童Ａの記述内容】 

 

・「思考・判断・表現」の指導における評価の場面の工夫 
    児童が自力解決の際に，自分の考えがもつことができるよう，問題を 「数，式，絵

図，言葉を用いて自分の考えを説明する」と明確にした．また，「キーワード」を提示
し，一人一人が見通しをもち，説明書けるようにした． 

             

 

                             【第５時 黒板板書】 

 
   

 例 
先生「4 直角は何度？」 
児童「360°」 
先生「なぜそう考えるの？」 
児童「直角が 4 つあるから．」 
児童「90°が 4 つあるから」 
  

授業の中で，「なぜそう考える
の」「今まで習ったことの何を使
ったのか」の発問を取り入れ，児
童に問いかけるようにしたこと
で，児童が自分の考えをもち，そ
れを自分の中で整理してノート
に４直角を書き，工夫して学習
することができた． 

 

  

自分の考えを
「数・式・絵図・
言葉を用いて自分
の考えを説明す
る」と明確にする
ことで，同じ方向
で授業を進めるこ
とができた上で効
果的であった． 

視覚的に「キーワード」を提示

することで，子どもたちがそれを見

ながら説明が書けるので，一人一

人が見通しをもち，自分で説明す

る上で有効であった． 
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・評価基準の設定 
「思考・判断・表現」の「記録に残す評価」では，単元の評価規準を設定し，それを判

断する「基準」を設けることが，指導を充実させるために必要なことである． 
第５時の「思考・判断・表現」の評価規準は，「②図形の角の大きさに着目して，図形

を多面的に考察し，説明することができる．」とし，「180°より大きい角度を，言葉や式
を使って記述する」ことを意図して設け，自力解決（評価場面），交流学習（評価場面），
適用問題（評価場面）の記述内容を，「十分満足できる状況」，「おおむね満足できる状況」
の基準に分けて評価した．ノートの記述の分析を基に評価する場合は，【表１】【表２】の
ような具体的に判断できる記述内容を明確にし，その基準をものにノートの記述内容（評
価方法）などから，「十分満足できる」状況，「おおむね満足できる」状況として評価をし
た． 

【表１】 「十分満足できる」状況を評価する記述内容をと記述例 
 記述内容 記述例 
十分 
満足
でき
る状
況 
 

☆ 180° や
360°の角の
大 き さ に 着
目して，工夫
し て 図 や 式
に表し，説明
す る こ と が
でき＊また，
自 力 で 解 決
し た こ と を
発表した後，
互 い の 発 表
を も と に 類
似 点 を 見 い
だ し た 記 述
が，振り返り
や 学 習 感 想
な ど に 見 ら
れ た 場 合 も
「 十 分 満 足
できる」状況
と評価する． 
 
 

 
【図 1】「十分満足できる」記述内容 

 図 1 の児童のノートからは，既習の直角を活用し，180°以上
の角の大きさに着目して，図形を１直角ずつにわけで考え，2 直
角＝180°のところに線を引き，分度器を反対にして，180°より
大きい残りの角度を測り，言葉，図，式を使って記述しているこ
とがわかる．このことから，「思考・判断・表現②」が「十分満足
できる」状況と評価すると判断した． 

 
【図 2】「十分満足できる」記述内容 

図 2 の児童のノートからは，既習の直角を活用し，180°以上
の角の大きさに着目して，2 直角＝180°のところに線を引き，
分度器を反対にして，180°より大きい残りの角度を測り，言
葉，図，式を使って記述していることがわかる．このことか
ら，「思考・判断・表現②」が「十分満足できる」状況と評価す
ると判断した． 
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【表２】 「おおむね十分満足できる状況」を評価する記述内容をと記述例 

 記述内容 記述例 
十分 
満足
でき
る状
況 
 

分 度 器 を 用
いて，角の大
き さ を 測 定
し，式を使っ
て ノ ー ト に
記 述 し て い
る． 
 
 
 

 
【図３】「おおむね満足できる」記述内容 

図３の児童のノートからは，既習の直角を活用し，180°以上の
角の大きさに着目して，4 直角＝360°に着目し，分度器を反対
にして，180°より大きい残りの角度を測り，360°から 150°
を引いた式を使って記述していることがわかる．このことか
ら，「思考・判断・表現②」が「おおむね満足できる」状況と評
価すると判断した． 

 
【図 4】「おおむね満足できる」記述内容 

図 4 の児童のノートからは，既習の直角を活用し，180°以上の
角の大きさに着目して，2 直角＝180°のところに線を引き，分
度器を反対にして，180°より大きい残りの角度を測り，式を使
って記述していることがわかる．このことから，「思考・判断・
表現②」が「おおむね満足できる」状況と評価すると判断した． 
 

 
 

 

 
 
 

「思考・判断・表現」の「記録に残す評価」として，すべての児童がノートに記述で
きるように，評価場面を設定，発問の工夫をした．それらの記述内容を評価するため
に，「どのような記述が，どの評価にあたるのか」を「十分に満足できる状況」「おお
むね満足できる状況」の基準に分けたことで，授業後のノートの記述内容から判断を
することができた． 
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③「主体的に学習に取り組む態度」の評価 
 ア 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫 

・「主体的に学習に取り組む態度」の評価における自己評価 
 国立教育政策研究所から出された「学習評価の在り方ハンドブック」では，主体的

に学習に取り組む態度の評価方法を「ノートやレポート等における記述，授業中の発言，
教師による行動観察や，児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を
行う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる．」と記されている． 

    「主体的に学習に取り組む態度」の「指導に生かす評価」として，教師が授業の中で，
全体を観察することは難しい．「主体的に学習に取り組む態度」のふりかえりの視点を
おき，ふりかえりの時に「自己評価」を，ノートに記録として残させることにした． 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【「主体的に学習に取り組む態度」の自己評価の視点】 

 

 

 

 

【児童の「主体的に学習に取り組む態度」の自己評価】 

「主体的に学習に取り組む態度」の自己評価の視点を４つにした． 
「やる気」では，その日の授業を主体的に取り組むことができたことができたか． 
「工夫」では，授業の中で対話を通して，自分なりに工夫（調整）しながら学ぶことが
できたか． 
「ねばり」では，その日の授業を粘り強く取り組むことができたか． 
「つなげる」では，学んだことを次につなげることができたか． 
を，ふりかえりの際に「◎ できた」，「○ まぁまぁできた」，「×できない」で自己評価
してもらった． 

自己評価をすることで，その日の学習態度をふりかえることができ，授業の中での課
題に気づかせ，次の授業への意欲につなげることができた． 
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・「主体的に学習に取り組む態度」の「指導に生かす評価」の工夫 
「知識・技能」の「指導に生かす評価」として，「ふりかえり」を取り入れたが，「主

体的に学習に取り組む態度」でも「ふりかえり」の記述内容を，「指導に生かす評価」
として活用できた． 

   児童 A の単元を通してふりかえりを見てみると， 
第 1 時では，第 2 時では，「わかるようにしたい」，「生活でも使ってみたい」というよ

うな記述内容だった． 

 

【図 1】児童Ａ 第１時ふりかえり記述内容   【図 2】児童Ａ 第２時ふりかえり記述内容 

 

第 3・4 時になると，「角度のはかり方がわからないので，あしたがんばってはかりた
いです」と，粘り強く取り組む姿が見られた．  

          

【図３】児童Ａ 第３時ふりかえり記述内容     【図４】児童Ａ 第４時ふりかえり記述内容 

 

 
【図5】児童Ａ 第5時ふりかえり記述内容 

 

 

 

第 5 時では，「180°より大きい数の計
算が，むずかしかったので，次は，ぜ
ったい自分の力でときたいです．」と
記述しており，「理解しようと自らの
学習を調整する姿が見られた． 
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【図 6】児童Ａ 第 6 時ふりかえり記述内容 
 

 

 

 

 

このように，ふりかえりの記述内容から自己調整が働いていることを把握するための評 
価の材料の一つにもなる．また，教師のコメントも児童ができるようになるために「あ
なたはここができているよ」などと評価してあげることが重要だと感じた．小さなこと
でも，「できた・できる」というような自信をつけることで，それが次の学習へのエネ
ルギーになり，児童が主体的に学習に取り組む態度の育成にもつながる． 

 

イ「主体的に学習に取り組む態度」の[記録に残す評価]の工夫 
・ 評価基準の設定 

「思考・判断・表現」の「記録に残す評価」と同じように，「主体的に学習に取り組む
態度」の「記録に残す評価」も単元の評価規準を設定し，それを判断する「基準」を
設け，指導を充実させる必要がある．第 5 時の「主体的に学習に取り組む態度」の評
価規準は，「①角の大きさについて，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的
に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えている．」とし，自力解決やふりか
えりの中で，「十分満足できる状況」，「おおむね満足できる状況」の基準に分けて評価
した． 

【表 1】 「十分満足できる状況」と評価する記述内容と記述例 
 記述内容 記述例 

十分 
満足 

できる
状況 

 

角の大きさにつ
いて，数学的に表
現・処理したこと
を振り返り，多面
的に捉え検討し
てよりよいもの
を求めて粘り強
く考えている．  

【図 1】「十分満足できる」記述内容 

 

第６時では，「今日の学習で，自分
の力で三角形がかけたのでうれしか
ったです．次は，もっといっぱいかき
たいです．」と記述している．これま
で，うまくいかなくても，良い方法が
ないか考えながら，粘り強く取り組
んできたことで，最後には，角度を測
りながら三角形をかくことができた
達成感を味わうことができた． 
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【表２】 「十分満足できる状況」と評価する記述内容と記述例 

 記述内容 記述例 
十分 

満足で
きる状

況 
 

角の大きさにつ
いて，数学的に表
現・処理したこと
を振り返り，多面
的に捉え検討し
てよりよいもの
を求めて粘り強
く考えている． 

 
【図 2】「十分満足できる」記述内容 

 図 2 の児童のノートからは，既習を振り返り，180°，360°の角の大きさに着目し
て，180°より大きい角度を求めている．また，図に線を入れるなども工夫も見られ
る．このことから，「思考・判断・表現②」が「十分満足できる」状況と評価すると判断
した． 

【表 2】 「おおむね満足できる状況」と評価する記述内容と記述例 
 記述内容 記述例 
お お む ね
満 足 で き
る状況 
 

角の大きさにつ
いて，数学的に
表現・処理した
こ と を 振 り 返
り，よりよいも
のを求めて考え
ている． 
 

 

【図 3】「おおむね十分満足できる」記述内容 

図 1 の児童のノートからは，既習を振り返り，180°，270°，360°角の大きさに着
目して，いろんな方法で 180°より大きい角度を求めている．また，ふりかえりの中で
「べつの角度をいっぱいはかりたい」と，次の学習への意欲も見らえる．このことから，
「主体的に学習に取り組む態度①」が「十分満足できる」状況と評価すると判断した． 
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図 3 の児童のノートからは，既習を振り返り，180°の角の大きさに着目して，180°よ
り大きい角度を求めている．このことから，「主体的に学習に取り組む態度①」が「おおむ
ね満足できる」状況と評価すると判断した． 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発表・検討場面の発言や自力解決の机間指導だけでは，全ての児童を評価すること
は難しい場合があ る．そのような場合には，「思考・判断・表現」の「記録に残す評
価」の時と同じように，評価場面を決めておき，具体的に判断する基準を明確にしてお
くことで，児童のノートを集める，全員を評価することができた． 
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（中学校） 

数学科学習指導案 

日 時：令和 2 年 8 月 5 日 1 校時 
対 象：宮古島市立平良中学校 1 年 1 組 

男子 20 名 女子 15 名 計 35 名 
授業者：小谷 匡輝 

１．単元名「文字と式」 
 
２．単元について 

（１）教材観 
  小学校算数科では，第４学年までに，数量の関係や法則などを数の式や言葉の式，□，

△などを用いた式で簡潔に表したり，式の意味を読みとったりすることや，公式を用いる
ことを学習している．また，第５学年では簡単な式で表されている関係についてその関係
の見方や調べ方を学び，第６学年では数量を表す言葉や□，△，などの代わりに，a や
などの文字を用いて式に表したり，文字に数を当てはめて調べたりすることを学習して
いる． 

  中学校数学科において第１学年では，数量の関係や法則などを，文字を用いて式に表し
たり，式の意味を読み取ったり，文字を用いた式の計算をしたりして，文字を用いること
のよさについて学習する． 

 
（２）生徒観 
１年１組のアンケート回答結果 
学習課題から，どのような力を身に付けるための授業か考えている． ７３％ 
わからない問題があるときは，教科書等を参考にしたり友だちと話し合った
りするなどわかるまで取り組んでいる． 

８２％ 

話し合い活動に参加し，自分の意見を伝えたり，友だちの考えを聞いたりし
ながら，自分の考えを深めたり，広げたりすることができている． 

７９％ 

自分の考えや解き方を「数・式・図・表・グラフ」を使って，理由を示して
説明することができる． 

３９％ 

学習の理解を深めるために予習や復習を行っている． ７６％ 
本学級は，活発に発言し，疑問に思ったことを級友同士で話し合い解決しようとする態

度が見られる．級友との話し合いから考えが広がったり深まったりすることに気付いて
おり大切なことだと感じている．一方で，話し合いは大切だが自分の考えを伝えることは
苦手としている．特に，考えや説明を書くことを苦手と感じているので授業の中で自分の
考えを書く場面を設定していきたい． 
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（３）指導観 
本単元は，数学において文字の扱いを学ぶ大切な単元である．数量の関係や法則などを

文字を用いた式に表してその意味を読み取ったり，数を当てはめて調べたりする活動を
行うなどして，文字のもつ一般性について丁寧に扱い，文字に対する抵抗感を和らげなが
ら漸次理解することができるようにする．また，振り返りや説明する問題を通して自分の
考えを言語化する力が身に付くようにする． 

 
３．研究について 

（１）研究テーマ 
算数・数学における指導と評価の一体化の実現 

～学習評価の工夫を通して～ 
 

（２）研究仮説 
算数・数学科における新しい３観点に応じた評価規準の下，学習評価を工夫して行い，

指導の改善に生かすことで，指導と評価の一体化が実現できるであろう． 
 
４．単元の目標 

（１）文字を用いた式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事
象を数理的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付ける． 

（２）文字を用いて数量の関係や法則などを考察することができる． 
（３）文字を用いた式について，数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考

え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しよう
とする態度，多面的に捉え考えようとする態度を身に付ける． 

 
５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①文字を用いることの必要性

と意味を理解している． 
②文字を用いた式における乗

法と除法の表し方を知って
いる． 

③簡単な一次式の加法と減法
の計算をすることができ
る． 

④数量の関係や法則などを文
字を用いた式に表すことが

①具体的な場面と関連付
けて，一次式の加法と
減法の計算の方法を考
察し表現することがで
きる． 

②文字を用いて数量の関
係や法則などを考察す
ることができる． 

①文字を用いることのよさに
気付いて粘り強く考えてい
る． 

②文字を用いた式について学
んだことを生活や学習に生
かそうとしている． 

③文字を用いた式を活用した
問題解決の過程を振り返っ
て検討しようとしている． 

④文字を用いた式を活用して
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できることを理解してい
る． 

⑤数量の関係や法則などを文
字を用いた式で表したり読
み取ったりすることができ
る． 

⑥項や係数の意味を理解して
いる． 

⑦≦や≧などの記号を用い
て，数量の関係を表したり
読み取ったりすることがで
きる． 

課題を多面的に捉え考えよ
うとしている． 

 
 
６．単元計画 

小単元等 授業時数 
１節     文字を使った式 ４時間 

  計  16 時間 
２節     文字式の計算 ５時間 
３節     文字式の利用 ５時間 

単元のまとめ ２時間 
 

時
間 ねらい・学習活動 

評価 B 基準（評価方法） 

知識・技能 
思考・判断 

・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

１ ・正方形をつなげた棒の本数の求
め方を自分なりの方法で考え，
式や図を使って説明すること
ができる． 

・必要な棒の本数の数え方につい
て粘り強く考え，自分の考えを
式や図を使って説明しようと
している． 

・①，④（行
動観察） 
① 未 知 数 を
文 字 を 用 い
て 表 し て い
る． 
④ 正 方 形 の
個 数 と 棒 の
本 数 の 関 係
を 文 字 を 用
い て 表 し て
いる． 

・②（ 行動 観
察，自己評価問
題） 
正方形 の個 数
と棒の 本数 の
関係を 文字 を
用いて 考察 し
ている． 

・①，④（行動
観察） 
①文字の必要性
を理解し，粘り
強 く 考 え て い
る． 
④図形の個数と
棒の本数の関係
について様々な
方法で表そうと
している． 
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２ ・文字式での積や累乗，商の表し
方にしたがって，式を表すこと
ができる． 

・文字式の表し方について粘り強
く考えている． 

・②（行動観
察，自己評価
問題） 
文 字 式 の 乗
法 と 除 法 の
表 し 方 に し
たがって，表
す こ と が で
きる． 

  

３ ・文字式での積や累乗，商の表し
方にしたがって表した式を×
や÷の記号を用いた式で表す
ことができる． 

・文字式の表し方について粘り強
く考え，前回までの学習とつな
げて自らの学習を振り返って
いる． 

・②（行動観
察，自己評価
問題） 
文 字 式 の 乗
法と除法を，
× や ÷ の 記
号 を 用 い た
式 で 表 す こ
とができる． 

  

４ ・文字に数を代入することと式の
値の意味を理解し，式の値を求
めることができる． 

・代入を用いた計算について粘り
強く考え，式の値を求めようと
している． 

○①，②，④
（小テスト） 
① 文 字 に 数
を 代 入 す る
こ と が で き
る． 

○②（ 小テ ス
ト） 

○①，②（振り
返り） 

５ ・項と係数の意味を理解し，文字
の部分が同じ項を 1 つの項にま
とめることができる． 

・文字式の加法について粘り強く
考えている． 

・③，⑥（行
動観察，自己
評価問題） 
③ 一 次 式 の
加 法 と 減 法
の 計 算 が で
きる． 
⑥ 項 と 係 数
に つ い て 理
解している． 

  

６ ・具体的な場面と関連づけて，１
次式の加法と減法の計算の方
法を考察し表現することがで

 ○①（ 行動 観
察，ノ ート 分
析，自己評価問

・①（行動観察） 
文字のもつ一般
性について理解
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きる． 
・文字式の加法と減法について粘

り強く考え，文字式の表し方を
検討し，粘り強く考えている． 

題） 
具体的 な場 面
と関連付けて，
一次式 の加 法
と減法 の計 算
方法に つい て
説明できる． 

し，粘り強く考
えている． 

７ ・１次式の加法や減法ができる． 
・これまでの学習を振り返って，

文字式の表し方を検討し，粘り
強く計算している． 

・③（自己評
価問題） 
１ 次 式 の 加
法 や 減 法 の
計 算 が で き
る． 

  

８ ・１次式と数の乗法の計算ができ
る． 
・文字式の乗法について粘り強く

考え，紀州事項とつなげて自ら
の学習を振り返っている． 

・②（自己評
価問題） 
１ 次 式 と 数
の 乗 法 の 計
算ができる． 

  

９ ・１次式のいろいろな計算ができ
る． 
・これまでの学習を振り返って，

文字式の計算について粘り強
く考えている． 

○①～④，⑥
（小テスト） 
１ 次 式 の 四
則 計 算 が で
きる． 

○②（ 小テ ス
ト） 

○①，②（振り
返り） 
既習事項を生か
して，粘り強く
課題に取り組ん
でいる． 

10 ・単位の異なる数量どうしの和や
差を，単位をそろえた式に表す
ことができる．  

・πの意味を理解し，円周の長さ
や円の面積を，文字を使った式
で表すことができる． 

・速さに関する数量を，文字を使
った式で表すことができる． 

・単位の表し方や円に関する事
柄，速さについて文字を用いた
式で考え，表そうとしている． 

・④，⑤（行
動観察，自己
評価問題） 
単 位 の 関 係
や 円 に 関 す
る 数 量 な ど
を 文 字 を 用
い た 式 で 表
す こ と が で
きる． 

  

11 ・割合に関する数量を，文字を使
った式で表すことができる． 

○①～⑥（小
テスト） 

○②（ノート分
析，小テスト） 

○①～④（行動
観察，振り返り） 
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・割合について文字を用いた式で
考え，表そうとしている． 

割合に 関す る
数量について，
文字を 用い て
考察し，式で表
すこと がで き
る． 

生活の場面につ
いて，文字を用
いて粘り強く考
えている． 

12 ・文字を使った式が表す数量を，
読みとることができる． 

・いろいろな数について文字を用
いた式で考え，読み取ったり，
表そうとしたりしている． 

・⑤（行動観
察，自己評価
問題） 
文 字 式 が 表
し て い る 数
量 を 読 み 取
る こ と が で
きる． 

・②（ 行動 観
察，自己評価問
題） 
文字式 が表 す
数量に つい て
考察している． 

 

13 ・等式，不等式の意味を理解し，
数量の間の関係を等式や不等
式で表すことができる．また，
等式や不等式が表す数量の関
係を読みとることができる． 

・大小関係について文字を用いた
式で考え，不等式で表したり，
読みとったりしようとしてい
る． 

・⑦（行動観
察，自己評価
問題） 
数 量 の 関 係
を 等 式 や 不
等 式 で 表 す
こ と が で き
る． 

・②（ 行動 観
察，自己評価問
題） 
文字を用いて，
数量の 間に ど
のよう な関 係
がある のか 考
察している． 

 

14 ・多角形をつなげた棒の本数の求
め方を自分なりの方法で考え，
式や図を使って説明すること
ができる． 

・必要な棒の本数の数え方につい
て粘り強く考え，自分の考えを
式や図を使って説明しようと
している． 

 ○②（ 行動 観
察，ノ ート 分
析） 
文字を用いて，
図形の 個数 と
棒の本 数の 関
係につ いて 考
察している． 

・③，④（行動
観察） 
③既習事項を生
かして課題に取
り組んでいる． 
④図形の個数と
棒の本数の関係
について様々な
方法で考えてい
る． 

15 ・単元のまとめ 
・文字を用いた式を活用した学習

の過程を振り返って，問題を解
いたり考えを整理したりして

○①～⑦（小
テスト） 
１ 次 式 の 四
則 計 算 が で

○①，②（小テ
スト） 
数量の 関係 に
ついて 文字 を

○①～④（振り
返り） 
既習事項を振り
返り，学習を整
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いる． きる． 用いて考察し，
文字式 で表 す
ことができる． 

理している． 

16 ・単元の復習 
・これまでの文字を用いた式の学

習を振り返って，学習の理解を
深めたり広げたりしている． 

  ○①～④（行動
観察，ノート分
析） 
既習事項を振り
返り，学習を整
理している． 

 
７．本時の学習（14／16 時間） 
（１）本時のねらい 
  文字のもつ一般性を利用して多角形について考え，自分の考えを式や言葉などを使っ

て説明することができる． 
 
（２）本時の展開 

時
間 指導と学習活動 評価と配慮事項 

導 
入 
３
分 

問題：棒の本数を求めよう！ 
１ １時間目の授業を振り返る． 

 
・８時間目の授業で１時間目に出た四

角形を作るために必要な棒の本数
を求めた式がどれも整理すると1 +
3 になることを確認しておく． 

 
 
 

展 

開 

４
２
分 

２ 問題①の授業の条件を変えた問題に
取り組ませる． 

・列ごとに交互に問題②と問題③を配る． 
・３分間１人で考える時間をあたえる． 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・思考が止まっている生徒に適宜助言

する． 
 
・１人で考える時間を与え，自分の考

えをもたせてから話し合いには入
れるようにする． 

 

問題①：下の図のように棒を使って四角形
をいくつかつくります． 

必要な棒の本数を求めなさい． 
 
 

問題②：下の図のように棒を使って六角
形を 個つくります． 
必要な棒の本数を求めなさい． 

 
 

・・・・・ 

・・・・・ 
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３ ジグソー学習 
・同じ問題を取り組んでいる生徒でグル

ープを作り５分間話し合う 
 
・問題②と問題③に取り組んでいる生徒

でグループを作り，自分の取り組んだ問
題を説明する． 

 
・問題②と問題③，問題①の共通点などに

着目させながら問題④に取り組ませる． 
 
 
 
 
・問題④の説明を書かせる．書けている生
徒の中から１，２名を選び前で説明して
もらう． 

・【態③】四角形に必要な棒の本数の求
め方を振り返りながら，別の多角形
でも必要な棒の本数の式をつくろ
うとしている．（行動観察） 

 
・【思②】多角形を作るのに必要な棒の

本数の数量関係について文字を用
いて考察し，説明することができ
る．（行動観察，ノート分析） 

 
・説明文をノートに書かせ，グループ

が変わったときに説明が出来るよ
うに準備させる． 

・【態④】三角形や四角形，六角形をつ
くるのに必要な棒の本数の数え方
や式から法則を見つけ出し，そこか
らｎ角形について式を作ろうとし
ている．（行動観察） 

 
・【思②】図形の形によって変わる数量

関係について文字を用いて一般的
に表現し，説明することができる．
（行動観察，ノート分析） 

・説明に付け足しや質問があれば生徒
同士で行ってもらう． 

ま
と
め 

授業をまとめる． 
 
振り返りの記入 

・振り返りの時間を十分に取り，授業
のまとめと自分の学習の振り返りを
具体的に書けるようにする． 

 
（３）板書計画 

学習課題：棒の本数を表す式はどのようなものか 
問題：棒の本数を求めよう！ 
四角形だと    六角形だと   三角形だと   ｎ角形だと 
     ･･･      ･･･      ･･･ 
 
 

 

問題③：下の図のように棒を使って三角
形を 個つくります． 
必要な棒の本数を求めなさい． 

 
 

問題④：ｎ角形をいくつかつくるとき，
必要な棒の本数はどのように表す
ことができるか． 

まとめ 

・・・・・ 
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８．評価について 
 今回の授業は，単元の始めに扱った題材を発展させた題材である．既習事項を活用して数
量関係を考察し，新しい数量の関係を導き出さなければならない．本時の授業では生徒がど
のように考え数量関係を導き出したのかを見とるために，ノートを分析して学習評価を行
うことにした． 
評価基準 

Ａ評価 
三角形（六角形）を作るのに必要な棒の本数を表す式について考察し，文字を
用いて適切に説明することが出来ている．また，ｎ角形を作るのに必要な棒の
本数について考察し，立式することができる． 

 

Ｂ評価 
三角形（六角形）を作るのに必要な棒の本数を表す式について考察できる．ま
た，ｎ角形を作るのに必要な棒の本数について考察できる． 

 

C 評価 上記以外 
 
９．【授業後の考察】 ○成果 ●課題 →改善策 
○自分の考えを書いて説明することを苦手としている生徒たちに，書いて説明する力が

徐々に身に付いてきている． 
○多角形に必要な棒の本数を表す式の考察を通して，ｎ角形というイメージ出来ない図形

においても必要な棒の本数を表す式を求めることができた．（式の一般化ができた．） 
○授業のつながりを考え，単元の最後に統合・発展的な授業を行うことが出来た． 
●違う考え方のまま話し合いを進めてしまったので混乱している生徒がいた． 
→エキスパート活動の中で，考えを比較・検討しより良いものに絞るということをさせる．

または，同じ考えの生徒同士話し合えるような方法を考える． 
●ｎ角形のときに必要な棒の本数を表す式を，他の多角形の式の比較から立式し説明も出

来たが，図形との関係にまで考えが及んでいない． 
→ジグソー活動の時間を十分に確保し，図から立式することを考察させる． 
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10．仮説の検証 
〈学習評価の工夫について〉 

新学習指導要領において整理された３つの資質・能力について，評価規準を作成した．そ
して，これを基にした単元指導計画を作成し，３つの資質・能力の育成を目指して「どのよ
うに学ばせるのか」，「何を考えさせるか」，「どのような資質・能力を育むのか」を意識して
授業づくりを行った．評価においては，作成した評価規準に基づいて毎時間生徒の学習状況
を見取っていくが，どのように評価を行うのか，何を評価するのか精選する必要がある．本
検証では，小節の終わりなど単元内の内容のまとまりごとなどに記録を残す評価を設定し
た．今回，評価の取り組みとして（自己評価問題，振り返りシート，小テスト，単元テスト，
宿題，ノート分析，行動観察）を行った． 

 
評価方法〈実施方法〉 ねらい 

自己評価問題 
〈毎時間３分程度〉 

毎時間の生徒の学習の理解度を見とるため．また，生徒
自身に授業内容をどの程度理解しているのか自分の学
習状況を把握させるため．評価においてＢ基準を満たす
問題を出題し，全員が正答することを目指す． 

振り返りシート 
〈毎時間２分程度〉 

本時の学習を整理させ，その内容によって生徒の「主体
的に学習に取り組む態度」の評価を行うため．本時の学
習の要点や自分の考えを具体的に書くように指示し，既
習事項とのつながりや新しい疑問などもあれば書くよ
うに指導する．書く力を鍛えたい． 

小テスト 
〈小節など内容のまとまりご

と 10 分程度〉 

生徒の理解度や変容など学習状況を見とるため．正答率
の低い問題は次回の小テストにも出題し，生徒の学習の
変容を見とる．知識・技能や思考・判断・表現の評価も
ちろんだが，小テストの変容を通して，主体的に学習に
取り組む態度の評価も行うことができると考える． 

単元テスト 
〈単元の終わりに 25 分程度〉 

生徒の理解度や変容など本単元の最終的な学習状況を
見とるため．単元を網羅した問題を出題する． 

レポート等 
〈レポートや問題プリント〉 

主に思考・判断・表現や主体的に学習に取り組む態度の
評価の材料として行う． 

ノート分析 
〈思考・判断・表現の授業後

や単元の終わり〉 

生徒の授業中の気づきや工夫，思考，学習方法，理解度
などを見とるため．生徒がどのように考えたのかという
ことと授業中にどのような気づきがあり工夫して取り
組んでいるのかということの２つを評価している． 

行動観察 
〈グループ活動のときなど〉 

主に個人内評価を行い，生徒の良いところを褒めたり激
励したりすることでやる気を引き出すようにした． 
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（１）【知識・技能】の評価の実践例 
「知識・技能」の評価については主に小テストと単元テストを用いて行った．「知識・技

能」の評価をテストで行う場合には，評価規準を基にして問題を作成し，学習で習得した知
識及び技能の状況が把握できるように，単に何問できればよいといった量的な評価だけで
なく，問題の難易度に差をつけて質的な評価にも考慮した．また，正答率の低い問題は次の
小テストでも出題することで生徒の理解度や変容など学習状況を見とれるようにした．そ
して，単元の最後に単元の内容を網羅した単元テストを実施し，最終的な学習状況を見とれ
るようにした． 

第１～４までの時間を単元内の１つのまとまりと 
捉えて，第４時に第１回小テストを行った．小テスト 
では，各時間の内容の学習の習得状況を見とりたいの 
で，第１～４までの時間の評価規準を基に問題を作成 
し，出題した． 

例えば，第 2 時の評価規準は「文字を用いた式に 
おける乗法と除法の表し方を知っている．」である． 
そこで，第 1 回小テストでは，文字を用いた式にお 
ける乗法と除法の表し方を問う問題を出題した． 
 
第 1 回小テスト（第２時についての問題） 
 
 
 
 
 
 

第 1 回小テストの結果から第 2 時の学習内容におい 
て，文字式の乗法の表し方に課題があったので，①， 
②の数や文字を変更し，③，④は省いて第２回小テス 
トで出題し，生徒の学習状況の変容を見とろうと考え 
た．第 2 回小テストは第６～９までの時間を単元内の 
１つのまとまりと捉えて，第９時に行った． 
 
第 2 回目の小テスト（第２時の変容を見る問題） 
 
 
 
 

左図のように，第 1 回小テ
ストでは正答できなかった
問題が，第 2 回小テストで
はできるようになった生徒
もいる．このように，前回
はできなかった計算などが
できるようになった変容も
見とれるようにし，生徒の
「知識・技能」の習得状況
の評価を行った． 
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（２）【思考・判断・表現】の評価の実践例 
「思考・判断・表現」の評価については主に小テストと単元テスト，ノート分析を用いて行
った．「思考・判断・表現」の評価をテストで行う場合は，思考を表現させている問題なの
かどうかということに着目して考えた．本単元の評価基準の下では，単に式を立てたり計算
したりするだけでは「知識・技能」として評価するため，「思考・判断・表現」として評価
を行いたいのであれば，どのような考えで式を立てたのかなどの考え方が見える問題が必
要になると考える．答えを出すだけでなく，答えを出すために活用した知識・技能や考え方
を表現させなければならないため，生徒の表現力を高めることが必要不可欠となる．生徒の
表現力を見とる方法として，前期では実践出来なかったが，宿題として論述やレポート作成
させたり，発表やグループでの話し合いを行動観察したりして評価する方法も考えられる． 
 
小テストで出題した問題（第１時についての問題） 

問１ 下の図のように棒を使って四角形をいくつかつくります．
次の問いに答えなさい． 

 
            ・・・・・ 
 
（１）四角形をｎ個つくるときに必要な棒の本数をｎを使った式

で表しなさい．    
 
 
（２）四角形をｎ個つくるときに必要な棒の本数が(１)で答えた

式で表すことができることを，根拠を示して説明しなさい．
(数え方の図などを用いてもよい) 

 
 

 
第１回目の小テスト                     単元テスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本学級の生徒には，言葉では
説明できるが，書いて説明し
ようとするとどう書いて良い
のかわからない生徒が多いと
感じたので，説明の例を参考
にしながら自分の考えの説明
を書かせた．すると，単元テ
ストで正答率が上がった． 

数量の関係や法則
を文字を用いて表
すだけでなく，ど
のような考えで立
式したのかを見と
れるようにする． 
つまり，式を立て
るまでにどのよう
な考察を行ったの
か，そして，どの
ような答えを導い
たのかという自分
の考えを説明でき
るようにさせなけ
ればならない． 

第 1 回，第 2 回と形も
変えずに出題したが，
（２）の正答率に改善
が見られなかった． 
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自己評価問題で出題した問題 
a 円のノート 1 冊とｂ円の消しゴム 2 個の買い

物をし，ｃ円払ったときのおつりを求めるため
に，ゆうとさんとさくらさんは次のような式を考
えました．ゆうとさんとさくらさんは正しくおつ
りを求められているのかＡ～Ｄの中から答えなさ
い．また，理由を説明しなさい． 
 

 

 
 
 Ａ ゆうとさんの式が正しい． 
 Ｂ さくらさんのしきが正しい． 
 Ｃ どちらの式も正しい． 
 Ｄ どちらの式も正しくない． 

 
ノート指導においては，下の図のように自分の気づきや工夫，課題解決の過程でかんがえ

たことなどをメモとして書き記しておくように指示する．そして，授業の評価規準に照らし
合わせてノート内容の分析を行い，評価する． 
                      第６時のノート分析例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆうとさんの式 
  c − ( + 2 ) 

さくらさんの式 
 c − a − 2b 

第６時では，評価規準（思考・
判断・表現①）を基に，具体的
な場面と関連付けて，一次式の
加法と減法の計算の方法を考
察し表現する授業を行った． 
 第６時の授業内容を評価す
る問題として右のような自己
評価問題を行った．一次式の加
法と減法が計算できるだけで
なく，式が正しいかどうかを具
体的な場面と関連付けて説明
できるかどうかで，計算の成り
立ちをきちんと理解している
のかを見とるための評価を行
った． 

第６時の評価規準（思考・判断・表現①） 
具体的な場面と関連付けて，一次式の加
法と減法の計算の方法を考察し表現す
ることができる． 

課題から文字式を作ることができて
いる．そして，自分の考えた式につい
て文字を用いてきちんと説明すること
ができている．（生徒の思考が見え
る．） 
 また，a − ( + )と a − b − c の考
え方の違いについて考察し，どちらも
正しいという結論に至ったことが見と
ることができる． 

問１で考察したことを用いて，既習
事項を整理しながら，実際に 1 次式
の減法の計算をしようとしている． 
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（３）【主体的に学習に取り組む態度】の評価の実践例 
「主体的に学習に取り組む態度」については，主に振り返りシートとノート分析，小テスト
を用いて行った．毎時間，ノートに自分の気づきや工夫を具体的に記入するように指導する．
必要があれば，全員が書く時間を確保したり書く内容を指定したりするなどして書く習慣
を身に付けさせる．振り返りシートには，今回の授業の学習内容だけでなく，既習事項との
つながりや次回への疑問など思考が深まる内容が書けることを目指す．また，「主体的に学
習に取り組む態度」では，２つの側面(学習に粘り強く取り組もうとする側面，学習を調整
しようとする側面)から評価を行うが，この２つの側面から評価して「おおむね満足できる」
状況の生徒であれば，学習内容の理解度が上がっていくと考えられる．したがって，小テス
トにおいて，前回は正答できなかった問題が今回は正答になったというような変容を見と
ることで主体的に学習に取り組むことができていると評価することができると考えた． 
 
 
 
 
振り返りシートの評価基準 

A 評価 

下記のような内容を具体的に書いているもの． 
・授業の内容を具体的に整理している． 
・自分の学習状況を振り返って改善しようとしている． 
・前回までの学習とのつながりを意識して考えている． 
・本時の内容から発展してさらなる疑問をもっている． など 

 

B 評価 
下記のような内容を書いているが，具体的でない部分が含まれるもの． 
・授業の内容を具体的に整理している． 
・自分の学習状況を振り返って改善しようとしている． 

 

C 評価 上記以外 

振り返りでは，できたかどうか
ではなく，粘り強く考えたかど
うかの学習に対する姿勢を評価
することを生徒に伝え，毎時
間，自己評価を行わせた． 

どのように書いてよいのかわからない生徒のために，振
り返りシートの記入の視点や記入例を伝え，手本となる
生徒の記入例を例示した． 
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ノート分析の評価基準 

A 評価 
与えられた課題に粘り強く取り組み，真剣に考えている．また，板書に加え自
分の気づきや考え，工夫したことなどを書き記している． 

 

B 評価 与えられた課題に取り組み，板書を写している． 
C 評価 上記以外 
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ノート分析と振り返りシートの実際 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈評価がＣの生徒への手立て〉 
  評価をするうえで，C の生徒に対しては，B が実現できるように具体的な手立てを行わ

なければならない．そこで，以下のような手立てを行ったが，全ての生徒が実現できたと
は言えない．これからの工夫・改善が必要である． 

（１）解答や説明の例を示す 
毎時間の中で行われる机間支援において，重点的に対象の生徒の支援を行う．思考が止

まっている様子があれば，生徒の理解している部分と理解していない部分を整理させ，簡
潔に助言をする．まだ，思考が止まっている場合は，用意している解答例を与え，それを
基にして考えさせる．解答例からなぜそうなるのかを考えさた．授業後に渡し，家庭学習
で復習に活用させる場合もあった． 

（２）ペアやグループ活動による支援 
毎時間，ペアやグループ活動など協同学習を取り入れる．自力解決の時間の後に，自分

の考えと級友の考えを比較したり，級友の考えから学んだりする協同して考える時間を
設定した．また，課題解決が終わっている生徒には，困っている級友に声をかけるように
指示し，学級全体で課題解決に取り組むように促した． 

課題につ
いて，図
や表を用
いて粘り
強く考え
ている． 

考察した内容を
整理して，文字
を用いて説明し
ようしている． 

級友の考え
をメモする
ことで，自
分の考えと
比較した
り，自分に
はなかった
新しい考え
を学ぼうと
したりして
いる． 

本時の内容を具体的にま
とめることができてい
る．また，前時に学んだ
ことと本時の内容のつな
がりを感じている． 

上のようなノート分析と振り返りシートの評価を行い．小テスト
の状況も見とる．例えば，ノートに考えや工夫を書くことができて
おり，振り返りシートにも具体的な内容を書くことができている
が，小テストで正答できないという姿は望ましくない．その場合は，
生徒の復習の仕方など学習の調整の仕方に問題はないか確認し，改
善できるように支援する． 
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11．前期実践のまとめ 
【成果】 
・指導と評価の一体化を意識した，単元（Ｂ図形）計画を作成することができた． 
・単元計画から評価基準を作成することで，生徒の状況が見とりやすくなり，指導に生かす

ことができた． 
・小テストや単元テストを通して，生徒の変容を把握し指導と評価に生かすことができた． 
 
【課題】 
・指導と評価の一体化を意識した，単元（Ｂ図形以外）計画の作成． 
・「思考・判断・表現」を深める授業と「知識・技能」の定着を図る授業のバランスを考え

た単元計画． 
・考えを書いて説明したり，書いて整理してまとめたりするなどの書く力の育成． 
・評価 C の生徒を B にするための具体的な手立て． 
 
Ⅶ 後期実践について 

１．指導と評価の一体化の実現について 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

２．指導と評価の一体化の実現のために授業で取り組むこと 
 【小学校】 

・授業のふりかえりや「知識・技能」の定着を図るためのＰＣの活用. 
・ふりかえりを蓄積させ，教師の分析・指導改善に生かす．  
・授業中は，学習状況も良好で粘り強く考えている場面も見られたが，説明をノー       

トに記述できない，「努力を要する」状況と考えられる児童に対しての手立て． 
   

【中学校】 
・各評価方法（小テスト・単元テスト，レポート，ノート分析，行動観察，自己評価問

題，振り返りシート）を活用した学習評価の工夫 
・評価Ｃの生徒をＢに実現する具体的な手立て． 

前期では，学習評価を工夫して行い，指導と評価の一体化の実現を目指して取り
組んできた．児童生徒への学習改善，教師の指導改善につながり，児童生徒の変容
も見られた，前期の理論・実践をもとに，現場にいながら活用できるのかを含めて
後期も継続して実践していきたい． 

また，今後はＧＩＧＡスクールが進んでいくことも考えられるため，ペア・グル
ープ活動の中で，ＰＣなどを活用できないか．ふりかえりシートを活用して学習評
価を進めてきたが，このようなシートなども活用できないかなども含めて考えてい
きたい． 
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Ⅷ 実践授業 
（小学校） 

第４学年算数科学習指導案 
 
令和３年１月１３日（水）４校時 
宮古島市立北小学校 

（男子 13 名 女子 13 名 計 26 名） 
授業者 砂川 博喜 

 
１．単元名 広さの表し方を考えよう 
 
２．単元の目標 
（１）面積の普遍単位について理解し，それらを活用して正方形や長方形の面積が求められ

ることやその求め方，面積の単位間の関係を理解するとともに，面積について量感を
身につけている. 

（２）量や乗法の学習を基に，面積の意味や図形の構成要素に着目して，面積を数値化して
表すことや辺の長さを用いて面積を求めることについて考え，説明している. 

（３）面積を数値化して表すことのよさや身の回りのものの面積を求めたことを振り返り，
多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気付
き学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている. 

 
３．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 
①面積の単位について理解す

ることができる. 
②面積の単位について理解

し，正方形や長方形の面積
を求めることができる. 

③面積の単位間の関係を理解
するとともに，面積につい
ての量感を身につけること
ができる. 

①量や乗法の学習を基に，面
積の意味や図形の構成要
素に着目して，面積を数値
化して表すことについて
考え，説明している. 

② 量や乗法の学習を基に，
面積の意味や図形の構
成要素に着目して，辺の
長さを用いて面積を求
めることについて考え，
説明している. 

①面積を数値化して表す
ことのよさや身の回り
のものの面積を求めた
ことを振り返り，多面的
にとらえ検討してより
よいものを求めて粘り
強く考えたり，数学のよ
さに気づき学習したこ
とを今後の生活や学習
に活用しようとしたり
している. 
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４．単元について 
（１）教材観 

広さについては，第１学年で，比較する対象について直接比較，任意単位による比
較を体験し，量の保存性についてもある程度理解している. 

また，長さ，かさ，重さなどについて，その大きさを単位に用いて数値化して比較，
測定することを学習してきている. 

本単元では，これらの既習の量の比較や測定の考え方に着目し，広さの比べ方や測
定の仕方を考え，それらを用いる力を育成する.すなわち，本単元の学習を通して，
様々な量を比較や測定する際に単位を用いて数値化することに着目し，面積を新た
な量としてとらえ，その比較や測定の方法について考える力を伸長させていくので
ある. 

長方形や正方形の面積は，単位正方形が規則正しく並んでいるとみて，乗法を用い
て求めることができることに気づかせたい.さらに，単位正方形の数と縦や横の辺の
長さを表す数は同じであることから，長方形や正方形の辺の長さが分かれば，いつで
も乗法を用いて面積が求められることに気づかせたい. 

L 字型や十字型などの複合図形の面積の求め方を考える際には，長方形や正方形の
組み合わせに注目させ，公式を用いて面積を求められることに気づかせたい. 

既習の図形に帰着して考えることは，第５学年の三角形や平行四辺形の面積の大
きな素地となるので，ていねいに扱いたい. 

 
 
（2）児童観 
 

北小学校 第４学年 
（実施日：６月中旬 調査人数２４名） 
 

 
あて 

はまる 

どちらかと 

いえば 

あてはまる 

どちらかと 

いえば 

あてはまら

ない 

あて 

はまら

ない 

① 算数の時間は楽しい. 58％ 17％ 21％ 4％ 

② 算数の中で，図形の授業は楽しい. 54％ 25％ 8％ 13％ 

③ 算数の授業では，どんな力を付けるた

めの授業か考えながら取り組んでい

る. 

50％ 33％ 8％ ８％ 

④ 算数の授業で新しい問題に出会った

とき,その問題をといてみたいと思う. 

71％ 13％ 13％ ４％ 

⑤ 算数の授業で学習したことを，普段の

生活の中で使おうと思う場面がある. 

67％ 25％ ８％ ０％ 
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⑥算数の授業で問題のとき方や考え方が

わかるように，自分なりに工夫しながら

学習に取り組んでいる 

５０％ ３３％ ８％ ８％ 

⑦算数の授業で問題をとくときに,いろん

な方法がないか,友達に確認したり,比

べたりしている.  

５４％ ２５％ １７％ ４％ 

⑧算数の授業で,自分の考えを「数・式・図・

表・グラフ」を使って理由をつけながら，

友達に説明することができる. 

２９％ ２１％ ３３％ １７％ 

⑨算数の授業で問題をとくときは,友達と

話し合ったりしながら，わかるまで取り

組んでいる. 

５４％ １７％ １７％ １３％ 

⑩話し合う活動に参加し,自分の意見を言

ったり，友達の考えを聞いたりしなが

ら,考えを深めたり，広げたりしている. 

２９％ ４６％ １３％ １３％ 

⑪授業の内容をふりかえって,学習のポイ

ントや，わかったこと，できるようにな

ったことを，ふりかえりでノートに書い

ている. 

２９％ ２１％ ３３％ １７％ 

⑫学習の理解を深めるためにふく習やよ

習をしている 

４６％ ３３％ １３％ ８％ 

 
 

 
北小学校 第４学年 

（実施日：１１月中旬 調査人数２４
名） 

 

 
あては
まる 

どちらかと 

いえば 

あてはまる 

どちらかと 

いえば 

あてはまら

ない 

あて 

はまら

ない 

① 算数の時間は楽しい. 78％ 13％ ９％ ０％ 

② 算数の中で，図形の授業は楽しい. 74％ 
 

22％ ４％ ０％ 

③算数の授業では，どんな力を付けるため

の授業か考えながら取り組んでいる. 

70％ 17％ 13％ ０％ 
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④算数の授業で新しい問題に出会ったと

き,その問題をといてみたいと思う. 

83％ ９％ ０％ ８％ 

⑤算数の授業で学習したことを，普段の生

活の中で使おうと思う場面がある. 

65％ 31％ ０％ ４％ 

⑥算数の授業で問題のとき方や考え方が

わかるように，自分なりに工夫しながら

学習に取り組んでいる 

65％ 26％ ９％ ０％ 

⑦算数の授業で問題をとくときに,いろん

な方法がないか,友達に確認したり,比

べたりしている.  

61％ 22％ 17％ ０％ 

⑧算数の授業で,自分の考えを「数・式・図・

表・グラフ」を使って理由をつけながら，

友達に説明することができる. 

48％ 30％ 22％ ０％ 

⑨算数の授業で問題をとくときは,友達と

話し合ったりしながら，わかるまで取り

組んでいる. 

57％ 35％ ４％ ４％ 

⑩話し合う活動に参加し,自分の意見を言

ったり，友達の考えを聞いたりしなが

ら,考えを深めたり，広げたりしている. 

70％ 22％ ８％ ０％ 

⑪授業の内容をふりかえって,学習のポイ

ントや，わかったこと，できるようにな

ったことを，ふりかえりでノートに書い

ている. 

78％ 13％ ９％ ０％ 

⑫学習の理解を深めるためにふく習やよ

習をしている 

57％ 35％ ８％ ０％ 

 
〈考察〉 

児童の実態把握のため，児童質問紙を作成し，アンケート調査を行った.上記の結果を
分析してみると，「①算数の時間は楽しい」，「②算数の中で，図形の授業は楽しい」など，
ほとんどの項目で，６月に行ったアンケート結果と比べ，良くなっている傾向が見られる. 
特に，６月に課題だった「⑧自分の考えを「数・式・図・表・グラフ」を使って理由をつ
けながら，友達に説明する」や「⑩自分の意見を言ったり，友達の考えを聞いたりしなが
ら，考えを深めたり，広げたり」の「あてはまる・どちらかといえばあてはまる」と回答
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している児童が多くなっており，自分の考えを表現することができるようになっている. 
また，「⑪授業の内容をふりかってノートに書いている」の項目で「あてはまる・どち

らかといえばあてはまる」と回答している児童が６月は５０％から，１１月では９１％と，
ふりかえりが定着しており，その日の授業で，できるようになったことノートに記述する
ことができている. 

このことから，指導と評価を計画的に取り入れ，学習の内容を振り返る活動を目的をも
って実施し，次の授業に活かす取り組みができるようになったことで改善がみられたと
考えられる. 
 
(3)指導観 

   本研究テーマは，「指導と評価の一体化の実現～学習評価の工夫を通して～」である. 
そこで，本単元でも，記述やふりかえりが十分にできる場を設定し，児童が次の授業に生 
かすせることができるようにしていきたい. 

また，児童に見通しを持たせて授業をし，身近なことを題材として扱い，児童が興味関
心をもって学習に取り組ませるようにしたい.児童が身近な題材から興味関心をもって意
欲的に取り組むことで，多様な考えが広がり，その考えを友達に伝え，ペア・グループ活
動で比較することで，児童の考えを深めたり，広げたりすることができるだろうと考える. 

  
５．単元の指導と評価の計画 

時
間 

 
○ねらい 

 

評価 B 規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に
取り組む態度 

１ 

○面積の比べ方を様々
な方法で考え，説明
することができる. 

 ・思① 
（行動観察，ノー
ト） 
面積の比較につい
て考，説明してい
る． 

・態①（ノート） 
長さやかさ等を
数値化し，比較し
て考えている． 

２ 

○面積の単位「平方セ
ンチメートル（ｃｍ
２）」を知り，面積の
意味について理解し
ている. 

・知① 
（ノート分析） 
面積の意味や面
積の単位「平方
センチメートル
（ｃｍ２）」につ
いて理解してい
る. 

・思① 
（行動観察，ノー
ト） 
面積の意味や１ｃ
ｍ ２ 大きさに着目
し，面積の表し方
や４ｃｍ２ の図形
のかき方を考え，
説明している． 

 



93 
 

３ 

○長方形，正方形の面
積を計算で求める方
法を理解し，面積の
求め方を公式にまと
めることができる. 

・知② 
（ノート分析）
面積の単位につ
いて理解し，正
方形や長方形の
面積を求めるこ
とができる. 

○思① 
（行動観察，ノー
ト分析） 
正方形，長方形の
特徴の１ｃｍ２の 
ますの数に着目し
て，長方形や正方
形の面積を求める
公式を考え，説明
す る こ と が で き
る． 

 

４ 

○長方形，正方形の面
積を計算で求める方
法を理解し，面積の
求め方を公式にまと
めることができる. 

・知② 
（ノート分析） 
面積の単位につ
いて理解し，正
方形や長方形の
面積を求めるこ
とができる. 

 
・態①（ノート） 

５ 

○既習の長方形や正方
形の面積を求める学
習を活用して，L 字
型の図形の面積の求
め方を考え，説明す
ることができる. 

 ○思① 
（行動観察，ノー
ト分析） 
L 字型の図形を長
方 形 を も と に し
て、１つの式を図
に表し，説明しよ
うとしている. 

○態①（ノート） 
図を分割したり
補ったりして面
積を求めること
を振り返り，学習
にいかそうとし
ている． 

６ 

○面積の単位「平方メ
ートル（ｍ２）」を知
り，辺の長さがｍの
場合でも，長方形や
正方形の面積の公式
が適用できることを
理解している. 

・知② 
（ノート分析） 
面積の単位につ
いて理解し，正
方形や長方形の
面積を求めるこ
とができる. 

・思② 
（行動観察，ノー
ト） 
大きな面積の表し
方を考え、説明し
ている． 

 

７ 
 

○ｍとｃｍの関係を基
に面積の単位ｍ２ と 
ｃｍ２の関係を考え，
説明することができ
る. 

・知③ 
（ノート分析） 
辺の長さの単位
が揃っていない
長方形の面積を

・思② 
（行動観察，ノー
ト分析） 
１ｍ＝１００ｃｍ
であることに着目
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ｍ ２ や ｃ ｍ ２ で
表すことができ
る． 

して，１ｍ２＝１０
０００ｃｍ ２ であ
ることを考え、説
明している． 

８ 

○面積の単位「アール
（ａ）」「ヘクタール
（ｈａ）」「平方キロ
メートル（ｋｍ２）」
を知り，面積の単位
の相互関係を理解す
る. 

・知③ 
（ノート分析） 
面積の単位「ａ」
「ｈａ」「ｋｍ
２」とその相互
関係を理解して
いる． 

  

９ 

○面積の単位「アール
（ａ）」「ヘクタール
（ｈａ）」「平方キロ
メートル（ｋｍ２）」
を知り，面積の単位
の相互関係を理解す
る. 

 

・知③ 
（ノート分析） 
面積の単位「ａ」
「ｈａ」「ｋｍ
２」とその相互
関係を理解して
いる． 

・思② 
（行動観察，ノー
ト分析） 
・正方形の１辺の
長さ」に着目して，
単位の相互関係を
考え，説明してい
る． 

 

10 

○長方形の周りの長さ
と面積の関係を，表
や グ ラ フ を 基 に 考
え，説明することが
できる 

 ・思② 
（行動観察，ノー
ト分析） 
縦の長さと面積の
関係を考え，説明
している． 

・態①（ノート） 
折れ線グラフか
ら変化の特徴に
ついて考察した
ことを振り返り，
学習に生かそう
としている． 

11 
○学習内容の定着を確

認し，理解を確実に
する. 

   

12 
 ○①②（ペーパ

ーテスト） 
○①②（ペーパー
テスト） 

 

 ＊指導に生かす評価を行う代表的な機会については「・」 
 ＊記録に残す評価を行う機会については「○」を付けている. 
 
 
 
 
 



95 
 

７．本時の指導「広さの表し方を考えよう」（５／９） 
(1)本時のねらい 

    既習の長方形の面積を求める学習を活用して，L 字型の図形の面積の求め方を考え，
説明することができる. 

（2）本時の展開 
時 
 
間 

学習活動（◎） 
発問（●） 

予想される児童の反応（○） 

 
指導上の留意点 

 
評価規準 

導
入 
 
 

１．学習課題を把握する 
◎本時の問題を把握し，課題を設定す

る 
●どんな形かな. 
●どんな式になるのかな. 
○L 字型をした形. 
○長方形や正方形ならば公式を使っ

て面積を求められる. 
◎L 字型の面積の求め方を考えるとい

う 
本時のめあてをつかむ. 

  
 

 
 

 

展
開 
 

２．自力解決 
◎自分の考えた方法を図や式，言葉を

使ってノートにかく. 
 ●自分の考えを，図や式を使ってか

きましょう. 
 
 
３．ペアで話し合い,いろんな方法がな

いか友達に確認し，比べさせる. 
◎友達に考えを，図，式，言葉を使って

説明する. 
 
 
 
４．全体で考えを共有する. 
◎L 字型の面積の求め方ついて全体で

共有し，友達の考えを聞いたりしな

 
＊机間指導で，教

科 書 の 考 え を
ノ ー ト に 書 い
て い る 児 童 を
見つけておく. 

 
＊ペア・グループ

で 各 自 の 考 え
を 伝 え 合 い な
がら，友達の考
え を 確 認 し た
り，自分の考え
と比べる. 

＊全体で共有し，
友 達 の 考 え を
聞 い た り し な

評価基準 
○思考・判断・表現① 
（ノート） 
Ａ：L 字型の図形を長

方 形 を も と に し
て、１つの式を図
に表し，説明しよ
うとしている. 

Ｂ：L 字型の図形につ
いて面積を求めよ
うとしている. 

 
○態度①（ノート） 
Ａ：対話的に粘り強く

問題解決に取り組
むとともに，図を
分割したり補った

どのようにすれば、L 字型の形の面積を求めることができるか考え説明しよう 
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がら,考えを深めたり，広げたりする 
 ●A の考えについて，みんなで考え

てみよう. 
 ●B の考えについて，みんなで考え

てみよう. 

がら，考えを深
め ら れ る よ う
にする. 

 

りして面積を求め
る こ と を 振 り 返
り，学習にいかそ
うとしている. 

 
B：図を分割したり補

ったりして面積を
式 に表，求めよ
うとしている. 

ま 
と 
め 

５．まとめをする. 
◎複合図形の面積の求め方についてま

とめる. 
 
 
 
６．適用問題に取り組む. 
 
７．ふりかえりをする 

  

 
8．授業の考察 ○成果 ●課題  

「知識・技能」の指導と評価 
○前期と同様に「ふりかえり」を活用することで，児童のつまずいているところなどを把

握し，次の授業に生かすことができた． 
「思考・判断・表現」の指導と評価 
 ○「記録に残す評価」の際に，「評価基準」を設けたことで，児童の記述を評価すること

ができた． 
●児童の状況を把握するための自己評価の仕方を、児童がもう少しわかりやすい評価項

目にしたりするなどの改善をする必要がある． 
「主体的に学習に取り組む態度」の評価 
 ○「記録に残す評価」の際に，「評価基準」を設けたことで，児童の記述を評価すること

ができた． 
○ふりかえりの記述内容から，児童の状況を把握し，双方向的なやりとりから，自ら学習

に向けて粘り強く取り組むことができた． 
●「記録に残す評価」の「評価基準」を、もう少し簡単にできないかなどの工夫が必要に

感じる． 
 ●対話を通して粘り強く問題解決をしているが，ノートに残すことができない児童に対

して，３つの資質・能力をバランス良く向上させる指導の工夫． 

L 字型の形の面積も、長方形や正方形の形をもとにして考えれ
ば求めることができる。 
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数学科学習指導案 

日 時：令和 3 年 2 月 26 日 5 校時 
対 象：宮古島市立平良中学校 1 年４組 

                          男子 18 名 女子 14 名 計 32 名 
授業者：小谷 匡輝 

１ 単元名「空間図形」 
 
２ 単元について 
（１）教材観 
  小学校算数科では，第 1 学年から身近な立体について観察したり，分類したりして，も

のの形を次第に抽象化して，図形として捉えられるようにしてきている．また，第 2 学年
から図形の構成要素に着目して立体図形を扱ってきている．第 3 学年では球を取り扱い，
第 5 学年までに，立方体，直方体，角柱，円柱を取り扱い，それらの見取図や展開図をか
くことなどを通して立体図形についての理解を深めてきている．中学校数学科において
第 1 学年では，これらの学習の上に立って，空間図形についての理解を一層深める． 

 
（２）生徒観 

１年 4 組のアンケート回答結果 
学習課題から，どのような力を身に付けるための授業か考えている． ９３％ 
わからない問題があるときは，教科書等を参考にしたり友だちと話し合っ
たりするなどわかるまで取り組んでいる． 

８２％ 

ノートに自分の考えや学習のポイントなどを書くようにしている． ４５％ 

わかったことやできるようになったことを整理し，授業内容の振り返りを
している． 

７４％ 

学習の理解を深めるために予習や復習を行っている． ７４％ 
本学級は，全体の場で発言する生徒が限られており，人前で発言することが得意な生徒

が多くない．しかし，グループやペア学習にすると話し合いが活発になるという特徴があ
る．アンケートから、ノートに自分の考えを書いたり，学習のポイントをまとめたりする
ことに対して意識が低いということがわかる． 

 
（３）指導観 

本単元は，小学校算数科で立体図形として扱っていたものを，空間における線や面の一
部を組み合わせたものとして扱うという点に留意する．また，図形の性質や関係を直感的
に捉え論理的に考察する力を養うために，例えば，立体の模型を作りながら考えたり，目
的に応じてその一部を平面上に表す工夫をしたり，平面上の表現からその立体の性質を
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読み取ったりするなど，観察や操作，実験などの活動を通して図形を考察することを基本
にして学習を進めていく． 

また，振り返りや説明する問題を通して自分の考えを言語化する力が身に付くように
する． 

 
４ 単元の目標 

(１) 空間図形についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数
学的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る． 

(２) 図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を直感的に捉え論理的に
考察することができる． 

(３) 空間図形について，数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数
学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しよう
とする態度を身に付ける． 

 
５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態

度 
①空間における直線や平面

の 位 置 関 係 を 知 っ て い
る。 

②扇形の弧の長さと面積，
基本的な柱体や錐体，球
の表面積と体積を求める
ことができる。 

③回転体やねじれの位置の
意味を理解している。 

④円の周の長さや面積など
を円周率πを用いて表す
ことができる。 

①空間図形を直線や平面図
形の運動によって構成さ
れるものと捉えることが
できる。 

②空間図形を見取図や展開
図，投影図などで平面上
に表現して、平面上の表
現から空間図形の性質を
見いだすことができる。 

③立体図形の表面積や体積
の求め方を考察し表現す
ることができる。 

①空間図形の性質や関係に
ついて粘り強く考えてい
る。 

②空間図形について学んだ
ことを生活や学習に生か
そうとしている。 

③空間図形の性質や関係を
活用した問題解決の過程
を振り返って評価・改善
しようとしている。 

 

 
６ 単元計画 

小単元等 授業時数 
１節     いろいろな立体 ３時間 

  計  16 時間 
２節    立体の見方と調べ方 ６時間 
３節    立体の体積と表面積 ５時間 

単元のまとめ ２時間 
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時
間 

学習課題 まとめ 
評価 

評価 B 基準(評価方法) 重
点 

記
録 

１ ・多面体とは何か 
・立体の作成 

平面だけで構成された立
体を多面体という。 

  多面体について理解し
ている 

２ 
立体はどのように分
類するか 

平面や曲面，面の形など
立体の特徴に着目して分
類する(各自) 

主 
① 

 立体図形の特徴を捉え
て分類しようとしてい
る。 

３ 
正多面体の頂点や辺
の数はどのような計
算で求めることがで
きるか 

・(辺の数)＝～×(面の
数)÷２ 
・(頂点の数)＝～×(面の
数)÷～  (各自) 

主 
① 

○ 正多面体の特徴に着目
して，辺の数，頂点の数
の計算を用いた求め方
を見つけようとしてい
る(ノート分析) 

４ 

ねじれの位置とはど
のような位置関係か 

空間における２直線にお
いて，交わってもなく，平
行でもない位置関係 

知 
① 
③ 

 空間における直線や平
面の平行や交わる，ね
じれの位置などの位置
関係について理解して
いる 

５ 
どのようなときに垂
直と言えるか 

直線は平面上にある２直
線と垂直の関係にあれば
垂直と言える 

知 
① 

 空間における直線と平
面や２平面が垂直にな
る場合を見つけること
ができる 

６ 
図形を１回転させる
とどのような立体に
なるか 

回転体になる 
→1 つの軸で図形を回転
させてできる立体 

知 
③ 
思 
① 

 平面を動かした立体の
見取図をかいたり，回
転体の元の平面図形を
かいたりすることがで
きる。 

７ 
展開図にすると何が
わかりやすくなるか 

長さ関係が比較しやすく
なる 

思 
② 

 柱体の見取図と展開図
を辺や頂点に着目して
性質を見いだすことが
できる。 

８ 
おうぎ形の中心角は
どのように求めるか 

(中心角) 
＝ 360 × (半 径 ) ／ (母

線) 

思 
② 

○ 円錐の側面になるおう
ぎ形の中心角を求める
ことができる。(ノート
分析) 
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９ 
投影図から何がわか
るか 

立面図の形で柱か錐か判
断できるなど(各自) 

思 
② 

 投影図がどのような空
間図形を表しているの
かを読み取ることがで
きる。 

10 柱体の体積はどのよ
うに求めるか 

(底面積)×(高さ) 
思 
③ 

○ 柱体の体積を求めるこ
とができる．(小テスト) 

11 
錐体の体積はどのよ
うに求めるか 
 

(底面積)×(高さ)×１/
３ 

主 
② 

 錐体の体積を求める実
験に関心をもち，錐体
の体積の求め方を考え
ている． 

12 
円錐の表面積はどの
ように求めるか 

円錐の側面積は(母線)×
(半径)×πで求められ
る。 

思 
③ 

 錐体の展開図から錐体
の表面積の求め方を考
えている． 

13 
球の体積や表面積は
どのように求めるか 

ｒが半径のとき 
(体積)＝4 /３ 
(表面積)＝4  

思 
③ 

 球の表面積と体積を求
め る 実 験 に 関 心 を も
ち，その求め方を考え
ている。 

14 
本 
時 

どのようにして体積
を比べるか 

半径や高さを文字で表
し、文字を用いた式で比
べる 

主 
① 

○ 文字式を用いて体積を
表し、どちらの体積の
方が大きいのか考えて
いる。(ノート分析) 

15 ・単元のまとめ  主 
③ 

 既習事項について整理
し、より理解を深めよ
うとしている。 

16 ・単元の復習  主 
③ 

○ 空間図形について学ん
だことを活用して、問
題解決できる。(単元テ
スト) 
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７ 本時の学習（14／16） 
（１）本時のねらい 
  立体の体積について，文字を用いて考察し，どちらの体積が大きいのか判断しようとし

ている． 
 
（２）本時の展開 

時
間 

指導と学習活動 評価と配慮事項 

導
入 

１ 問題の提示 
 
 
 
 
 
 
 
Q どちらのグラスがたくさん飲めるのか予想させ
る． 
 
２ 学習課題の提示 
 
 
 
発問 「どのようにして比べたら良いかな？」 
   「問題の条件を整理して比べられないかな？」 
 
ふちがつくる図形は円になること，半径をｒ，A の深
さをｈとして考えることを確認する． 
 
３ 自力解決 
自分で考えをまとめ，式で表そうと考える． 
 
４ グループ活動 
A と B の体積を求めるためにグループ活動に入る．自
分の考えと他の人の考えを比較しながら話し合う． 
 
 

 
 
A は円錐，B は半球のグラス
であることを確認する． 
 
 
 
 
 
 
 
生徒から文字を用いて考え
るというアイディアを引き
出す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
式の説明をノートに記入さ
せる． 

学習課題 
円錐と半球の体積をどのように比べるか 
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展
開 

A，B の体積が文字で表せたところでグループ活動を
止め，全体で比較させる。 
 
発問「どちらが大きいかな?」 
 
このままの式の形では比べられないことに気づかせ，
さらにもう一工夫できないか考えさせ，グループ活動
に入る． 
 
４ 全体で確認 
ｈ＝２ｒを代入した式を確認し，体積が等しいことを
理解させる． 
発問 「円錐と半球の体積の比はどうなるかな？」 
 
 
 

 
 
 
 
 
ｈ＝２ｒとなることに気づ
い た 生 徒に 説明 し てもら
う． 
 
評価基準 
A 体積を文字を用いて表し，

式の説明ができている．
また，どちらの体積が大
きいのか考えている． 

B 体積を文字を用いて表し，
どちらが大きいのか考え
ている． 

ま
と
め 

グラスに入る飲み物の量は等しい． 
文字を用いて体積を表し，比較することができた． 
変数を文字で表す．など 

 

 
（３）板書計画 

学習課題：円錐と半球の体積をどのように比べるか 
問題：どちらがたくさん飲める？ 
           A： r × r × π × h ×    B: ×  
                        = ℎ                 =  
 
 

 
８ 評価について 
 今回の授業は，空間図形の内容と文字と式の内容を複合させた題材である。既習事項を活
用して数量関係を考察し，数量関係を導き出さなければならない。本時の授業では生徒がど
のように考え数量関係を導き出したのかを見とるために，ノートを分析して学習評価を行
うことにした。 
 
 
 

まとめ 
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９ 授業後の考察 ○成果 ●課題 →改善策 
○子どもを主体とした考えさせる授業を行うことができた． 
○ノート分析から生徒の考え方や工夫をみとることができた。 
●発問のタイミングが悪く，生徒の思考が止まっている時間が長かった． 
→生徒の様子をみとり，全体で確認する場面の判断を的確に行う． 
●式の説明を書くことができた生徒が少なかった． 
→事前に式の説明を書く練習をさせておく必要がある． 
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